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I。 2025年度 事務局長 活動報告

(2024年 10月 ～2025年 9月 )
1.薇況

2塵上堕饉≧Z
{1)全体収入 (鮮細別添資料 p.8ご参照)
スポンサーシップ収入 2,806百万円(予算比 1∝)%)

その他募金      904百 万円(同 74%)
助成金・補助金 ,657百万円 (同 98%)

総収入計      6,370百万円(同 95%)
(2)スポンサーシップ、その他募金

厳しい状況が続いている主要因は以下と考えており、昨年度から③と④に対し詳細の分析と対

応策を検討し、試行錯誤を続け取組んでいる。第 3四半期以降より良い反応が得られた施策の

更なる強化・継続を図つている。

① インフレなど先行き不透盟二日杢蝉 況

② 他の国際 NGOや国内事業を行うNPOとの羞重塑菫魅型
③ WV」 が発信するメッセージが、届くべき方々にしっかり届いていない(「顧客」の問い直し、

内容、アプローチ方法の見直しが必要。特に認知向上と関心喚起策の強化)

④ 行う施策(種まき)の結果を、塗≦⊇」L菫L」饉」二五墾」L力≦⊇強 11と2L□LLZ重費が必要

(3)日 本政府および国際機関からの助成金・補助金

ドナーとの緊密な情報交換を継続し、旦壺墨亜饉壁堕型≧」睦』墜 盤湿」」塁Ell垣団L」上窒2
L国 際機関からの助成金・補助金は、下記要因により、計画していた規模には届いていない。
① 菫墜餡謳Lコ藍理Ш霊聖□E塾にDI」⊇菫国主呈直Lに伴い、国連・国際機関への拠出金が

減額(同機関の予算規模の縮減)

② 上記削減の影響を受け、コ豊 aL=日1勁全旦壼L壁1三」と』□LLttSI」塾己童全」菫LttLg≧菫」L_ワ

―ルド・ビジョン・ジヤバン(ⅥV」 )側の「自己資金」の不足 (主に SP以外の募金・寄付金)

自醒蟹□ШL担土ζ塵豊狙腱重
各地での紛争長期化、気候変動等に伴う薔大な災害の多発に伴い、ワールド・ビジョンが「大規

模」に行うと定める緊急人道支援は、この 10年で大幅に増加。とりわけ五ザやパレスチナ宣治墜二

レパノン おける 激化に伴い、中東地域での活動ヘの影響は大きい。WJもヨルダンに2名、
日本政府助成金事業の管理を行う駐在員を派遣しているところ、安全情報を注視しスタッフの安全

管理に留意しつつ、同地域での支援活動を継続している。

他方、国際社会の関心や報道が上記地域に集中する中、他EL」LttLお1ど奎L極二!工豊u▲△

道危機が続いている ヤ ンマー アヽフガニ ス タン スーダン、南スーダン エチオピア等)。 これら「脆

弱な国・地域」で最も弱い立場に置かれている子どもたちや人々の現状やニーズについても、日本

社会にしっかり発信し、伝えていく。

つ
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生」■目

2025 +fi lt+ilttEl'Marchingoff theMapfr2l IMM25"の■■年魔.唯壼0貪日.■
"や虐待、紛争や災書にさらされる子どもたち(MVC)のために、日本の人々とともに、2025年までによ

11lL≦

“

1と」口IEZ壇ユ11.=」笙セ生整生豊圭Lら立奎塁盆壺』:」ことをビジョンとし、以下の 4本社にて実践を

進めた。現下の寄付金収入状況、世界の政治・経済・社会情勢など、刻々と状況が変わる中、

WVノⅥⅣ」のミッションにしっかり立脚し、理事会助言を仰ぎながら、やるべきことを探求・実行。

MM25 o 5生Ш二、SP堕生の募金」謹」ヒ」1威」E二重」壼金ヨ」二」1登立」ヨ図21Li△墨進左E_
① 収入向上:より多くの書意ある日本人に訴え、より多くの応援をいただく。日本の方々に届くメ

ッセージと伝え方を模索しつつ、認知度と信頼度を高め、多加者が変革されていくサービスを

提供する。

② 事業実施:より多くのMVCに豊かないのちをもたらす。より大きなインパクトをもたらす質の高

い事業をより多く実施できるよう、日本政府、国際機関守からの助成金、委託金を活用する。

③ 組 織 :ビジョンや目的達成に向けて恐れずに敏斃(ag市″)に取り組む組織を目指す。

④ 土 台 :組織とスタッフー人ひとりが、クリステヤン・アイデンティティを理解し体現する。

2026年度から次期中期計画が開始するにあたり、戦略企画室主導で、世界・MVCの大きな支援ニ

―ズや拡大する日本の寄付市場を踏まえ、「MVCの豊か上いのちと希望を旦指し日本の左々が挫

2豊劇」國 菫 上士』堕 圭担」宣 L墨1という基本方針のもと中期計画Bo:d Hope2030(BH2030)を

作成した。BH20(Ю の主要方針は以下の通り。

① マーケティング収入向上: 世界の貧困にある子どもたちに、より多くの支援を届ける。参加

のハードルを下げることでつながりを拡げ、信頼を醸成し、コアの SPの回復とさらなる支援

拡大につなげる

② 支援事業:より多くのMVCの人生に希望とインパクトをもたらす。そのために、幅広いニー

ズに応えられる強みを活かしつつ、新規ニーズヘの対応と発信を強化する

③ 組織・文化:MVCのために、事業の質や組織の成長の最大化を目指す。そのためのチャ
レンジを続けられる人と組織になる

④ 土台:スタッフー人ひとりが、各持ち場でクリスチャン・アイデンティティを経承・体現していく

2.活動概要と成果

(1)2025年度の事業活動の収入は前述 1.{1)の通り。

(2)出□L割堕二豊:2週間に―度の割合でのシニア・マネジメント・チーム(SMT)会議等を通して、
組織全体の状況把握と課題の発見並びにその対応に努めている。

(3)△量艶 :

① 次世代リーダーヘの成長機会提供と、リーダーシップ継承準備。新事務局長・部長の選任

② 新任リーダー研修、人事評価、Day of Prayer(講師:

③ と各部課長とのメンタリング面談を継続実施

`通

年で3回程度(対面、オンライン)。

(4)」整上漬コL
① 講演・講義・連携協議等:世界銀行専務理事会餞、同銀行動画出演協力、日本ファンドレイ

ジング協会研修、みえ市民活動センター研修、気仙沼まちづくリセンター研修、アジア開発

銀行研究所主催アジア若手メディア審査会審査等。21年度開講した青山学院大学での一

般教養科目「グローバル課題とNGO」継続(4月 ～)。

●
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② 国際協力NGOセンター{JAN!C)理事 (～ 6月 。同7月 よ が就任)、

日本 NⅨ〕センター副代表理事JiCA事業評僣有出者会餞、青山学院評議員。

(5)昼
=卜
土-22:∠園」L以下会議等の企画・運営・多加を通し、連携強化を図つた。

① 3月 :サポートオフィス CEO/事務局長会腱 (運営委員)、 Resource Deve:opment

Workshop(ファンドレイジングに係るリーダー会饉))於マドリッド。

② 7月 :アジア50 CEO会議(東京にて開催)。

(6)理壺重ヒ常務委員会や理事会との情報共有、連絡調整に努め、各種規則の制改定を進めた。

3.課日と今後の取り組み

四Ш」出匡旦旦2Q堅≧2匪EttLttL」墜畳E工鮨地座□L二左世±登壺圏屋□饉壺睦望二直11、
■■型咀日 距饉曇亜上塾興上二』塾全2堕豊土豊1艶堕 L塵五励1鵬Lニユ堕腱L一致
して活動するため、全スタッフ参加会合(随時)、 SMT会議の実施、必要に応じ部署横断的な小委員
会を設ける。コミュニケーションを綿密に行い、日常的かつ遅滞ない現状把握と対策を徹底する。な

お、BH20〔Ю主要方針ごとの課題は以下の通り。

(1)マータティング収入向上

① 常に旦杢2左の思いの理盤に努めつつMVCのニーズと声をしつかり伝え、ヽM′」の活動に

賛同いただく方を増やせるよう、塗』座塵聾L」巴腱壺監L選置量豊」を促進する。

② 日本におけるWV」 の認知・信頼、活動参加につながる奎菫墜壺饉出曇重』量堕囲鮨麟

③ 支援規模、特に二主型」i:2ゝ」iL`二L:=:螢壺:L」望22回■1に向け、スタッフ自身の二援菫壺里

盤麗上に努めるとともに、特に新規獲得に向けた施策実施のための体1皿強上を進める。

④ 自盤|ヨ囲置:塾壁理型≧選整整匙土重整に関する取り組みを本格的に推進する。

{2〕 支撮事業の拡充

① 生ユ主盤
`2■

聖⊆_■塾圭:豊:壼」:≧ど12上をもたらすため、国内外の貧困、脆弱日・地域への支

援など担広いニーズに菫昼し週」E■幽塑堕唾上温担Ш塾玉:2皇達」:2を目指す。

② 堅皇
=量
△二重』』蟹皇旦L血」L2.」菫□邑奎」助豊ど童LLl=量ニニ

=区
五座などの新規取組み。

③ 新体制下でも、21]鮨自LL国圏」:L2」Ll日」塑

`二

2上の菫」鷹螢塾や、国際協力 NGOセンターな
ど全」⊆≦212L2上2==2fLg2亘1國堕

=L、

国内関係者との関係強化、連携に取組む。

{3)組織的成長のための団体内での活動、パートナーシップとの■薔

① 里■全生堅宣空連醒Lヨ菫を行う。常務、監査等委員会を継続する。

② 上記{lX2)のための適旦堕菫り腫i也2国:=:こ」凪ュ!壼:ШIL二1壼:Ш:」:艶:直:登とともに、体制整

備・強化、人材の採用と育成、」墜□」担塑璧を行う。

③ 戦略企画室長とともに、五虫』量画』旦型工塑菫壺饉饉ロピ江

④ 塗世菫塑型
=ダ=豊
直重する。成長の機会を提供しサポートする。

⑤ 禍 十 つ′ア場 ′く― プの :1-イ_ルあ こ ■ 饉 :
=小 フアンドレイジングや支援事

桑に係る資源・助言をWⅥ の活動に活用する。機会を捉え、パートナーシップに二虚する。

{4)キリスト像主●に基づく団体としてのアイデンティティの強化

WV」 としてのフイギ ル` キ′饉 ■・■ 勝・法 ‐ :―饉
“

17詢 Ll錮オヽ

■
●

策定・実施をサポートする。

スタッフ向けプログラムの



E.2025年度 戦略企画室 活動報告
(2024年 10月 ～2025年 9月 )

1.今年度の活動方針

(1)虫期薗lШ:上国:山1廻!菫L」型 2025坐
`壁

!21迦:塑:面i雄
① 潜在支援者層の理解深化によリチャイルド・スポンサーシップ(SP)を安定させつつ、そ
のほかの募金・寄付金の成長の―層の促進、公的資金事業実施を継続する。最終年

度のnr25においても、より多くの日本の方とともにMVCに支援を届けることを目指す。

② 上記実現に向けて、部課長間の実績・活動確認を徹底し、期中も計画・予算の柔軟な見
直しを図る。また支援現場理解や部署間の情報共有・連携を促進する(SPの新規獲得・

デジタルサービス導入、プロジェクト・サポーターの成長、高額寄付層との関係強化等)。

③ 他機関、他団体、他WV事務所などと積極的に情報交換し、知見を積極的に活用する。
(2)外部環境も踏まえ口整整壼日画理奎盤幽置ョロ出lLLl三里

==1■
る。理事会及び SMTに適宜

報告しつつ、支援必要額の確保と日本社会での寄付拡大に向け、必要な課題に対応する。

(3)理事会の助言を得つつ、2026年度からの塗」姓」世国藝」聾LE=WVの ビジョン・ミッシ
ョンを土台とし、支援ニーズ、日本寄付状況、事務局課題などを踏まえて計画を作成する。

2.活動の糧要と成果

{1)」理睡口]饉

`堕

:山1聖[」」■1」 生ヽ1型:望1望 建ヽユ
`凶
:饉饉 :

① MM25の最終年、マーケティング収入においては、支援者層理解とSPによる支援安定

上に努めた。良い反応をいただく施策の拡大に努め、計画並みの支援規模となつた。マ

ーケティング収入全体は里壼」」圏窒四國剣□ヨ国腕皇により支えられている。公的費

金分野では、一部国際機関系資金には各国の海外支援予算削減・停止の影響が出つ

つあるが、旦杢菫菫ヨ:ヨ壁:旦:菫1巳」L量:回』12の実施となつた。

② 全団体会機や部署間情報共有機会を複数回設け、団体全体として、二量型則理L
(潜在)支援者ニーズ両方の 解 i 勢め、部署間連携を促進した。

〔2) 主長蠅 m生」堕 2塵二
収入状況を踏まえ、実施事業の調整を行つた。既住事業への影響を最小限に日めることを原

則とし、新規支援事業の中止・縮小、既仕事業の他回事務所との共同実施を進めた。

(3)壺虫」■回⊇生成

世界・MVCの大きな支援ニーズや拡大する日本の寄付市場を踏まえ、IMVCの豊力主主いの

五と壼望圭且」:LE]」:聾12!L生奎丘2コl」:L」厖:口I晨!土」艶豊iと拡」:盤量う■という基本方針のも

と新中期計画 Bold Ho"20∞ (BH20∞)を作成した。BH20(Ю の主要方針は、事務局長活

動報告の通り。

3.課題と今後の取り組み

(1}新中期計画 BH2030の実行状況を部署横断的に把握し推進する。

(2)マーケティング分野において潜在支援者層理解に継観的に努め、人々が国際協力に興味を

持つていただける施策を積極的に試行し続ける。

(3)公的資金を含めた状況変化を注視し、実施事業を定期的に見直す。

Ｆ
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:‖。 2025年度 支援事業第 1部・第 2部 活動報告

(2024年 10月 ～2025年 9月 )

1.今年度の活動方針
MM25のもと、支援事業部として以下 2項目に取り組み、団体全体の日橿である「極度の貧困、
差別や虐待、紛争や災害の影響をうけ最も瞳弱な立場にいる子どもたち(MVC)のために、日本の

人々とともに2025年は 67億円規模のインパクト」に寄与する。

(1)豊:」_奎:≦
`2_■

些:⊆上」l堕」:Lり]生iと豊L」と生

(2)よ鰹Lい豊墓ビ≧墨21壼重翡l【菫壺:S」
`塵

壼ヒ盤左:ント)収入27億円を達成する

2.活動概要と成果
(1) より多くの MVCi 豊かないの をもたらす

①l チヤイルド・スポンサーシップ事業では出張(4カロ、10AP)も含めた事業管理を行い、着実な実

施を進めた。

② ミャンマー、シリア、スーダンで起きている人道危機に対応するための JPF事業や、教育や水な
どの基本的ニーズを支援するNGO連携無償などの事業を企画・実施し、一部事業では外部専
門家の協力を得て事業の質向上に努めた。

(2)よ りよい聾 L=`≧二
=21豊
菫」塁二塁Lζ△自i」壼金12豆ンЫ収入 27億円を達成する

① FY25のグラント収入は 2,657百万円で、予算比 98%となった。補助金・助成金は NGO連携
無償資金協力およびジヤパン・プラットフォーム(」 PF)における事業獲得が奏功し %)9百万円
(同 122%)を達成し、当初予算を上回る結果となつた。一方、委託金は国連世界食糧計画

(WFP)の予算縮小、事業の遅れ、米国政府の援助停止等の影響を受け 1,790百万円(同

90%)にとどまった。

② 米国国際開発庁(USA:D)の解体と他先進国の政府開発援助削減により、WV全体では総額
数十億円にのぼるプロジェクトが停止または中止となつた。WV」 は今期、国際機関との新規事

業を継続して開始することができたものの、最終的には予算を達成できず、今後は中期的なグ

ラント収入への影響を注視する必要がある。

課題と今後の取り

① 国際機関系のグラント収入の減少が見込まれると同時に、日本政府による NGO向け資金の
大幅な増額の見通しはなく、NGO間の資金獲得競争は激しさを増している。特定の支援ニー
ズに深く切り込んだ事業が形成できる日本政府系グラント事業は一定程度獲得しつつ、国際金

融機関や企業との新たな支援スキームなど、新しいパートナーを探すことが喫緊の課題である。

② 各国政府の ODAの動向や国際的な潮流を理解して迅速に行動することで、新たな責全獲得
につなげることを目指す。緊急事象や脆弱地域へのスタッフ派遣に向けた治安情報の収集や

体制整備が必要となる。

③ 国内支援では、国内子ども支援募金を基盤としつつ外部助成金の活用も視野に入れ、MVC支
援の中長期的な持続的展開を図る。併せて、能曇半島地震などの経験を踏まえた国内災害対

応方針の見直しも継続的に進める必要がある。

ｒ
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<支援事業部第 1部>

1.今年度の活動方針

(1)スポンサーシップ事業の着実な実施と新しいアプローチ・連携の追求

(2)より良い水衛生・保健・栄養、保護・防災などの事業実施と専門性の向上

(3)海外緊急支援対応の準備

2.活動概要と成果

(1)丞ポ2±
=三
塑∠壺菫塑塵重艶重田畦壼L理望2宣==連1地刈 L

FY25で終了を迎える地域開発プログラム(AP)3事業(ルワンダ、タンザニア2件)について、終

了報告書を作成。事業管理の一環として、ネパール、ウガンダ、ルワンダ、フィリピンの計 10AP

に出張し、モニタリングを行つた。FY26からミヤンマーのカンディタン APを Wニ ュージーラン

ド共同実施することを合意。イノベーションの取り組みでは、農家主体の自然再生アプローチの

シンポジウム開催、ソマリランドでの水耕栽培など、新たなセクターでの取り組みを進めた。

(2) よりnいネ,生・■●・彙壺.保■・鮨贅など0事桑虫
…

●

"上JPF事業を6か日 (ミヤンマー2件、スーダン、バングラデシュ、シリア、レバノン、南スーダン)で、

NGO連携無償を 4か日(バングラデシュ、エチオピア、ケニア、ネパール)で実施中。日本人ス

タッフが駐在や現地モニタリングを積極的に行い、着実な事業管理と専門性向上につなげること

力くできた。

(3)基」圏団L=担塗担菫2豊監

人道・開発事業第3課課長が 海外の緊急事象への派遣を想定した研修を完了。自然災書を含

めた緊急事彙の際に日本人スタッフが現地に派遣される機会を目指す。

(4) 対外援助の削減と 量壁凹墨Z塾生

米国政府による対外援助停止、先進国各国の政府開発援助(ODA)削減により、WVが実施す
る国連。国際機関の事業において事業期間や規模の縮小、一時停止など課題が生じた。しかし

現場の努力もあり、国際機関の中でもWFPは FY25日標を超える規模の事業を実施した。

3.課口と今後の取り組み

{1)塁
=22=三
≧塑 ヨ幽 ≧盤 笙 出と拠夏 墜 1==連1地刈 整

既存 APの着実な実施を行うとともに、パートナーシップ全般で過菫期にあるAP管理の手法や

インパクト指標の標準化についてパートナーシップ内の動向をフォローする。

2)より皇い丞壼生・堡鐘・栄畳ェ墨饉・肪■上どの皇菫塞施と皇□性2血上

」PFと N連では、駐在員や現地モニタリングの出張を積極的に行った。地域的な重点国として、

アジアではミヤンマー、中東ではシリアと近隣日での事業機会を積極的に獲得し、地域及びセク

ターの専門性を高めることに注力する。

{3)歯睦圏墜L菫担墜担ヒ2聖重

具体的な事象への人材派遣を実現と次世代の人材育成を進める。

(4)1ョ圏[」:田:ヒ1≧:と2LιL≦I凶:肛血と駈:L:生奎」L」:Liコ12撞:墨

政府から口際機関への拠出金が減少し、WFPなどのグラント事業の減少が見込まれるため、

今まで以上に新しいパートナーを探すことに注力する。

「
′



<支援事業部第 2部>

1。 今年度の活動方針

(1)教育を中心とするより良い事業実施と専門性の向上

(2)国内子ども支援とアドポカシーの着実な実施

2.活動概要と成果

(1) 教育を中心とするより良い事業実施と専門性の向上

① ラオス、ウガンダ、ヨルダン、イラクなどで、学校施設整備、教員研修、学校運営強化、子どもの
個別支援・保護体制づくりに取り組んだ。ラオスおよびウガンダでの事業評価では、教員の教授

法の改善や読解力の向上が確認され、ウガンダでは特に難民受け入れ校における保護体制や

個別支援の充実が見られた。ヨルダンでは、シリア難民や障害のある児童に対する教育の包

摂化が進んでいることや、シリア難民の帰還判断において教育が重要な要素となっていること

などの変化を確認した。

② ウガンダ・ヨルダンでは外部専門家による事業地モニタリングを通じて、インクルーシブ教育(す
べての子どもを包摂する教育)や事業の持続性および評価に関する助言を得た。ヨルダンでは

専門家とともに教育省へ提言書を提出し、フィードバックをもとに事業の改善や新規の案件形

成を進めることが出来た。また、両事業での経験や成果は、日本比較教育学会で事例報告とし

て発表し、実践的知見の共有・蓄積に貢献した。

③ 2024年 9月 、大型の台風 11号「ヤギ」がアジアを襲い、WVの支援地でも甚大な被書が報告
された。そのうちのラオスでは、教育事業で駐在していた W」 スタッフを中心に、日本系グラン
ト(ジャバン・プラットフォーム)による緊急支援事業を実施し、水衛生環境の改善を通じて水を

媒介とする疾病リスクの軽減に寄与した。

(2)匡□iと菫 」量生 三」塑 生=2腫 墜塞」出
① 中野区では FY24に助成した子ども支援団体(5団体)のモニタリングを実施し、ヽい′Jによる子
どもの居場所運営(計 49回、延べ 587人利用)を通して、中野区の子どもの食・学習・居場所

環境の改善に貢献した。

全国においては、FY24に助成を行つた虐待被害者等支援団体 11団体のモニタリングを実施

するとともに、FY25の新たな助成として9月に8団体(全国枠 5団体、地域限定枠[セイコーエ

プソン株式会社特別枠13団体)への支援を開始した。また、「全国入学お祝い金事業」では、生

活困窮家庭の新中学生・新高校生(2025年度入学)220名 に対し、家庭の支出が増加する時

期に合わせ「お祝い金」(現金と口書カード)を贈呈した。

② 6月末に終了した「能登半島地震緊急支援」では、輸島市の学校再開や子どもの遊び支援、応
急仮設住宅への物資支援、奥能量二市。二町の高校生 865人ヘロ書カードの支給による学習

支援を行つた。

③ 国内のアドボカシーとして、子どもの権利の啓発に注力し、中野区立日書館での写真展を継続
開催し、行政・学校・市民団体等との連携を深化させた。また、多文化共生勉強会を定期的に

実施し、外国ルーツ支援者や市民団体と学びを共有した。さらに「広げよう!子どもの権利条約

キヤンペーン」実行委員として、子どもメガホンプロジェクトをリードし国連子どもの権利委員会

への子どもレポート提出を推進、子どもの権利条約フオーラム 2024にも貢献した。子どもに対

０
０



する暴力撤廃では国際会議や院内集会を通じ、日本政府の取り組みや国家行動計画見直し推

進に寄与した。

海外のアドポカシーとしては、SDGs目 標達成の加速化を目指し、SDGs市民社会ネットワーク

等を通じ、日本政府への提言を作成し各省庁と政策対話を実施するとともに、国連ハイレベル

政治フオーラムで市民社会の意見を発信した。日本政府による国際的な教育基金 (Education

Cannot Wait)への継続拠出実現にも関与し、各種 NGOネットワークでの役割を果たしつつ、

国内外でのアドボカシーを効果的に展開した。

3.課題と今後の取り組み

(1_〕
!_:||:|lllilli::L:|||:」 ::|:::ュ |::と

`|::::illlilliLII::1と

!::i!:上主:::||:!::::||:::::||:::」|!|lll`||:lll:!lillill:1」 |::!ヒ

`:!!:≧

11::il:」 :l

新たに採択された日本系グラント事業(3件 )の正式承認プロセスと開始準備を進めるとともに、新

たなドナーとの連携を図り、WV」 の経験と強みを活かしたさらなる新規案件の準備を進める。

(2)国塾曇 ≧ヨL:重」愚と二:1述22==⊇豊 1塾菫 施

国内災害の緊急対応の経験を踏まえ、今後発生しうる中規模・大規模の国内災害に備える。また、

「国内子ども支援募金」を基盤とした持続発展的な事業展開を念頭に、ヽM′」としての中長期的な

国内の MVC支援のあり方について、引き続き検討・計画を進める。アドボカシーでは、取り組み

状況の団体内外での共有や、成果や意義の周知と発信により意識的に取り組む。特に、「子ども

の権利に影響を及ぼす構造的課題」と、「子どもの権利に関連する個別課題」の双方に向けたアド

ボカシー諸活動に積極的に取り組む。



目 名

プロジエクト名

支螢対,地

口別合計

プロジェクト費実績

支援チ
11lIIFI彙奎者菫

●ジェクト●
=

開始日 終了日

東アジア地域

カンポジア V122,068,74` 4,4α)人

トモ・プオ地域開発プログラム 30-Sep-29

バンティ・ミエンテャイ州
トモ・プオ郡

第3フェーズ (2023‐ 26)の 3年 目の活動を.以下のとおり実施した。

1.教育プロジエクト:主に小学生を対象とした餞み■き籠力の強化 (餞
=キ
ャンプ0実施 ).教員や司■を対なとした教授法・口●室運営に関する

研修 .教村文撮

2子どもの保護プロジェクト‐保讀者を対象とした家族のこり方を掻り返る研修 (Celebrating Faml:esモ デル活用).若者を対0としたライフスキル

タ青.地重行取との連携強化

3スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト・子どもの権利保護啓,活動、手紙・成■報告を通したチヤイルドとの交流.テヤイルドの定期的なモ
ニタ1リング

ボレイ・チュルサール地域開発プログラム 1‐ 0て t‐ 11 30Se,2,

タケオ州
ボレイ・テュルサール●

第3フェーズ (2023‐27)の 3年目の着動を.以下のとおり実施した.

=.教
育プロジェクト:主に小学生を対彙とした読み書き籠力の強化 (燎

=キ
ャンプの実施 )、 傲員や司書を対彙とした教授法・図書室運営に関する

研修 .教村支援

2.子どもの保11プロジェクト:曇饉書を対象とした●族の在り方を菫り還る研

`(Celebraun8躇

miI● sモデル活用).前向き子青て(pos市ve

paren● ng)に 関する薔発活動 .若者を対

'と

したライフスキル教育

3スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:子どもの権利保雄薔発活動、手祗・成長颯書を通したテヤイルドとの交流.チャイルドの定期的なモ
ニタ1,ング

ミャンマー V47,967,440 2.5∞ 人

47.967.440 1・ 0(t‐ 19 30-5ep-32

エーヤワディー管区
バテイン郡区

軍事クーデター● .社会饉済の混乱が拡大する中.コミュニティでの活動に前最が生しているが .本年度は■2フェーズ (2025‐ 29)の 1年 目の活動

を以下0通り実鮨した.FY26か らは.WVニユージーランドとンエアすることとなつた .
1子どもの屎餞プロジェクト:保護看やボランティアを対象とした子どもの保護 .子どもの権利等に関する啓兌活動

2生計向上プロジェクト:農業技俯研修 .薔産技術研棒、書産農家への

“

の配布 .貯薔グループの活動支援

3保健プロジェクト:保健ボランティアの籠力強化支援.屎健ボランティアによる,生薔発研修
4夕青プロジエクト1就学前教育センターの建設およ

`改
修 .教材や学用畠の提供

5スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト,チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心とした開発」の啓発活動

ベトナム V121,999,897 4,100人

ムォンチヤ地■開発プログラム 1‐ Oct‐ 10 30‐ Sep‐ 28

ディエンピエン

`ムオンチヤ郡

本年度は最姜フェーズ3年目で.●彙対象地の子どもとその家族 .住民の福祉が増進し持機的に苺持されることを目的として以下のオ勲を実施し

た。なお本プログラムは当初2025年 9月 に終了予定だったが、2028年 9月 まで驀長することになつた。

1榮奏プロジエクト.母子保■・栄■に関する研修の実た .グループや黎E訪間を■した業晏臀発 .行動壼書のための活動の実施
2.子どもの保題プロジエクト:子どもの保護に関する知腱・機能に関する研修、子どもクラプの設置・定例会の実施 .イベントなどの開催 .家庭あ
間 .ケースマネジメントを通した子どもたちへのサポート

3生計向上プロジェクト:貪国世,への支援 .持腱可能な晨彙のための研修、貯苦グル‐―プの設立・強イヒ
4スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手■・成長報告を通したチヤイルドとの交流 .チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心とし
た開発」の啓斃活動

トアンザオ地域開発プログラム 1-Oct-10 3O-Sep-26

ディエンピエン省
トアンチオ都

本年度は最終フェーズ3年目で.●彙対象地の子どもとその家族 .住 民の福祉が増進し絆崚的に饉持されることを目的として以下の活動を実
=した。

1業姜プロジエクト(母子保
=・
茉■に関する育児や健康に関するグループの設置、研

`の
実施 .感染症予防■についての,動

=容
のための活

動

2.子どもの保護プロジエクト:子どもクラプの設置・定倒会の実施 .子どもの保護に関する知凛・技能に関する研摯 .イベントなどの開催 .ライフスキ
ル研修の実施

3生計向上プロジェクト:持桟可饉な晨彙のための研薔 .貯薔グループの設立・強化、中泰創練や就労スキル研
".ジ
ェンダー平年に関する研俸

4スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手無・成長報告を通したチャイルドとの交流 .チャイ′レドの定期的なモニタリング .「子どもを中心とし
た11発 」の啓発活動

ソン′蠅 域開発プログラム 1‐ Sep‐ 20 3● Se,‐ 0フ

クアンガイ省ソンハ彙

本年度は第1フェーズ (2024‐ 27)の 2年目0活動を.以下のとおり奏施した。
1保健・栄養プロジェクト:5歳以下の子どもと保護者を対象とした榮姜支援 .保健医晨サービスヘのアクセス強化 .家底、学校、保健施設にお |する
水會生設薔へのアクセス改善等

2子どもの保饉プロジエクト:子どもの権利と屎置に関する薔発活動尋
3.生 針向上プロジェクト:生計向上に関する技術・知日の向上 .生産者・加工彙者や小規●ビジネスグループの組織化等

4.スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト・手

“

・成長報告を通したチヤイルドとの交贅.チヤイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心とし

た腕,」の啓発着勁

10

2025年度 チャイルド・スポンサーシップ{SP}による支援事業(実績)

カンディタン地苺開発プログラム rs.o13^l 2.500 
^l

1‐ Oct‐ 1055.767 44sl 1o.12o^l 2.100,^.l

I ae.or,zra I zz.ue tl ,3oo^l

I ro.zrr.rza 
I

lr.e"r,ll r.1oo ,t.l
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|

sz.wozzol re.rar,,.l ,.mo 
^l



目 名

プロジエクト名

支援対象地

口
"合
計

プロジェクト■奏綸

支,テヤイルド彙合計

晏

`奢
薇     支橿チイルド餞
プロジェクト●■

開始 曰 終了日

南アジア・大洋州地域

バングラデシュ V255,772,922 9200人

フルバリア地■開発プログラム 60.380.310 270.526メ、 2.1∞ 人 30‐ Sep‐ 28

マイメイシン県
フルバリア郡

2021年度から始まつた第4フェーズ (2021‐ 25)の 5年 目を実施■ .

1保使栄晏プロジエクト:5菫未力児の成長モニタリング.男性向けの家事や介置に関する研修 .妊
"や
子どものい0女性や春青者への研t.衛

生教育

2.■訃向上プロジェクト:女性に対する塁力や児童労働に関する薔発セッションの実施 .家庭棄国の研

“

、暴力のない家族関係の構築に関する

セッションの実施 .榮番価の高い奮品の保存じ H■ に関する研修

3スポンサーンツプ・マネジメント・プロジェクト:手墨や成長報告を通したチャイルドとの交表.チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心と

した開発」についての書発洒勁 .開発委員会および子どもフォーラムの運営・強イヒ

1‐」ul-0フ 30‐Sep‐ 26

ディナスプール桑
ビロル都

2021年 度から始まつた最終フエーズ (2021‐ 26)の 5年 目を実施中 .

1.生計向上プロジェクト,家自栞口の研俸 .最貪困層を対象としたモニタリングとトレーニング.保籠者への茉驀教育のワークンヨツプ実施

2.教育・子どもの保護プロジェクト:就学前教育の実饉 .諫
=キ
ャンプの実饉 .■饉者向けの書,セッションの実施 .子どもの権利・子どもに対する

暑力薇廃に向けた薔発活動

3.スポンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流 .チヤイルドの定期的なモニタ′ング .「子どもを中心と

した開発」についての薔発活動、開発委員会および子どもフオーラムの運営・強化

ビル]ンジt,開発プログラム 1‐ O(t‐ 0, 3O-sep-28

ディナスプール県
ビルゴンジ●

2021年度から始まった第4フェーズ (2021‐25)5年 目を実施中 .

1生計向上プロジェクト:家庭業国の研修 .最貪困層を対

'と

したモニタリングとトレーニング、保燎者への栄養教書のワークシヨップ実施

2教育・子どもの保置プロジエクト1就学前教育の実■ .籠
=キ
ャンプの実

=、
罠饉者向けの書発セッションの実■ .子どもの権利・子どもに対する

■力檄廃に向けた啓発オ麟

3.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
‐
手紙や成長報告を通したテヤイルドとの交流 .チヤイルドの定期的なモニタリング .「子どもを,0と

した臣,」 についての啓発着賦 開発委員会および子どもフォーラムの道言・強化

イスラムブール地域開発プログラム 6‐」an‐ 20 3GSep-31

ジャマルプール県
イスラムブール郡

2021年 まから始まつた第 1フェーズ (2021‐ 25)5年 目を実鷹中 .

1.保健栄■プロジェクト:5菫未綺児の成長モニタリング.子どものいる保護者向 |ナの茉姜改薔薔,セッションの実施 .男性向けの家●や介饉に関

する研悸

2.生計向上プロジェクト:暑力のない家族関係の構築に関するセッションの実施、災害リスクと気候壼動に関する研悸 .榮■価の高い食品の保存

と消費に関する研薔

3.スポンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:手颯や成長颯告を通したテャイルドとの交表.チヤイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心と

した開発」についての書発活軌 開発委員会および子どもフォーラムの道3・ 強化

ネパール V151,421,975 S,2Ю 人

西ドティ地域開発プログラム 3o‐ Sep‐ 2,

ンユドウバンユテム・プラデー
シュ州ドティ郡

本年度は■■フェーズの活動を以下の通り実施実施した.

1教育プロジェクト【学校防災およびインクルーシブな学校環境の整備 .就学前・に学年向け畿
=ク
ラブの活動および口■の拡充.保護者に対す

る前向き子書ての書発活動および貪国家庭に対する韓学支援 .教員に対するインクルーシブ教育実踵トレーニング、就学前教育・初等教■の質

の向上に向けたアカウンタビリテイの強化 .学校改善計画の策定嗅 烙促進

2.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト_手紙や咸■報告を■したチヤイルドとの交流、テャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中0と

した瞬発」についての書発ォ鳳 資国家底に対する鮨貴,支援、児童■を含む子どもに対する■力搬廃の啓発

バジャン地域開発プログラム 30・ Sep‐ 31

スドゥバシュテム・プラデーシュ
州バジャン郡

本年度は,1フエーズ (2021‐ 25)■織年の活動を以下の通り実施した .

1.教育プロジェクト構 防災およびインクルーシブな学校環境の奎■ .繁争前・低学年向け餞■クラフの活騎および口書の拡充 .保護者に対す

る前向き,■ての薔発着勁 .崚員に対するインクルーシブ教育実践トレーニング
2茉■・
=針
向上プロジェクト.晨彙生産・販売,の生計向上支援 .賛因

=Eに
対する晨窯投入財 .貯薔グループの形成・后勁支援、自然条件・気

候変動に対応した晨案の書ユ

0スポンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:手祗や咸■報告を通したチヤイルドとの交流.テャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中0と

した開発」についての書発活孤 貪国家庭に対する●資●支援、児■嬌を音0子どもに対するニカ檄慶の書発

バンケ・ジヤナキ地域開発プログラム 1‐ Oct‐ 23 3o‐ Sep‐ 34

バンケ州ジャナキ郡

昨年度実施したアセスメント(事前田奎)の結果に基づき.本年度は事業1年目の活動を以下の■り実施実施した。

1スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト,手紙や成■報告を通したテヤイルドとの交流、チャイルドの定期 0,なモニタリング .「子どもを中0と

した開発」についての書発活転 贅国家庭に対する場■■支援、ライフスキル教書のための教育者研修 .児童嬌を合む子どもに対するニカ撤慶

の書発 .保饉者に対する前向き子■ての啓発

11

2025年度 チャイルド・スポンサーシップ60による支援事業(実颯)

ビ0ル地●開発プログラム I os.rrt ort I aa.ocarl z,zm.r.l

co.seo,rro I ur.rr",,.l ,,roo ,r.l

I or,ozo,."s I E6o2e^l z.roo.r.l

|

40.466^l $oo ,^.l 1-rufoe

z.soo,,.l 1-oci-le

56.653^1 1.250 

^l

1      15.100人



●

`プ00,●
`,1:,,,1

曼養者薇    =撮
テヤイ■‐r‐

プロジェクトご
多1'話

~計口劇合計

フィリピン V105,434,900 4,“Ю 人

レイテ地域開発プログラム 30‐ Sep‐ 28

レイテ州タクロ′ヽン市

今年度は最終フェーズ (2025‐2028年 )1年 目の活動を実饉した.

1薇 ,プロジェクト:就■に関する保證者への薔発・研
=.学
習薇材の配布.ライフスキル教育の実施 .地域のCoMScA(貯 蓄グループ)運営 .生

計向上の支援

2スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:子どもの保餞体制の強化に向けた地域関係者との連携、手紙や成長報告を通したチャイルドとの
交流、チヤイルドの定期的なモニタリング

サマール地域開発プログラム 1‐ Feb‐ 0, 30‐ Sep‐ 28

サマール州サンタ',夕市

今年度は最終フェーズ (2025‐ 2028年 )1年 目の活動を実施した。

1.数 青プロジェクト1就学に関する保護者への啓発・研修 .学習教材の配布.ライフスキル薇書の実施 .地域のCoMSCA(貯 蓄グループ)運営 .生
計向上の支援

2スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:ライフスキル教育の実菫、子どもの保護体制の強化に向けた地雄関係者との連携 .手饉や成■報
告を通したテヤイルドとの交表.テヤイルドの定期的なモニタリング

エステ地域開発プログラム 14.554人 2.αЮ 人 1‐ Oct‐ 23 30-5ep-34

東サマール州バランギガ市

昨年度実施したアセスメント(事前諷奎)の働彙にこう音.本年
=は'彙

1年 目の活動を以下の■り実施した.

1スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手重や咸■報告を通したテヤイルドとの交i.チャィルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と
した開発」についての書発着肛 特には3な子どもや彙国家庭に対する場■■支援.地

=ボ
ランティア■を対象とした子どものメンタルヘルスに関

する研修

プロジェクト費実績 開始日 薇 7日

南アジア・大洋州地域 (続き)

スリランカ V43,374,600 1,7,0人

リディマリヤッダ地●開発プログラム 43.374.680 30-sep-3o

バド́,ッラ県

''ディマリヤッダ3

本年度は第3フェーズ (2022‐ 26)4年 目の活動を以下●通り実施した .

1.生 計向上プロジェクト:晨棄研修や小規模ビジネス鳳葉研修を通した家鷹の生計向上支援

2子どもの保護プロジエクト,子どもの権利や保護に関する子どもや保騒音・コミユニテイヘの教育・
=発
.子どもたちの0身の健康維持と学ヨを助

けるためのレクリエーション活動

3.爆鷲・栄姜プロジェクト1地1■の保健局による子どもたちの発達・栄■状態のモニタリングのサポート.保護者 .保健スタッフ・ボランティ7.幼稚□
教首を対象とした栄姜研修の実施、三度急性茉薔不良児のスクリーニングと茉泰治薇への紹介専
4スボンサ~ンツプ・マネジメント・プロジェクト:手晟や威■報告を通したチヤイルドとの交流.チヤイルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と
した開発」についての啓発活動、「子どもフォーラムo遺 曾・強化

東アフリカ地域

ブルンジ Vヨ

“

:,424,350 2,000人

ブケイエ地域開発プログラム 81596人 1‐ Oct‐ 23

ムランウィヤ県ブケイエ・コ
ミューン

'1年
度実蔵したアセスメント(●前日■)の結果に■づき.本年度は,彙 1年 目の活動を以下の通り実施した。

1.茉 晏・資料安全プロジェクト:家庭東国の■及、特に■しく詭弱な世待を対象とした種子や晨機■ .家書の供与 .貯薔組合の設立 .茉晏改善に

向けた燎底での取り組みの■2(PD Hearhモ デル活用 )

2.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手颯や成長報告を通したチヤイルドとの交贅.チャィルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と
した腕発」についての書発着鼈.子どもたちへの祝賛イベントの開催 (アフリカ子どもの日.クリスマス等 )

エチオピア V`Ю,242,613 2,5∞ 人

ゴンチャ地域開発プログラム 57.フ フ2人 1‐ Oct・ 22 30‐ Sep-33

アムハラ州東ゴッジャム県 ゴ
ンチャ・シソ・エネセ部

2024年 度から始まつた,1フエーズの2年 目として以下の活動を行つた。
1 水衛生プロジェクト水よ綸システムの整備 .コミュニティにおいての量外接泄根絶のための書発活動 .学校での水●生クラプの設置と強化
2子 どもの保醸プロジエクト:コミユニテイ・グループや宗タリーダーヘの子どもの保護に関する研修 .子どものライフスキル研修
3ス ボンサーンツプ・マネジメント・プロジェクト:手

“

や咸晏報告を通したチャイルドとの支す.チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心と
した開発」についての書発活動
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日 名

プロジェクト名

彙颯対●地

目
"合
計

プロジェクト,実薇

支撮チヤイルド●合,

曼奎
=欧
     支饉チャイルド菫
プロジェクト重要

田綸曰 終了自

東アフリカ地域

ケニア V9',142,128 4,0∞ 人

イララマタク地●開発プログラム 1-Oct-05 30‐ Sep‐ 2フ

ナロク県オスプコ都
エランガタエンテ1,ティ村
エンクトト村
エナラマティショレキ村
ケークコ=ョイケ村

支操地域内の住民の生活水準の向上を目的とし.2021年魔から始まつた,4フェーズの5年 目を実施した.主な支援プロジェクトと活動は以下の

通り。

1子どもの教育とレジ1,エンス向上プロジェクト畿 学菫教育へのアクセス向上、議員や保護者への研悸 .貯書グループの■曽補助など

2.スボンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:手紙や咸
=報
告を通したチヤイルドとの交壼、チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中0と

した開発」についての書発活動

キアムボゴコ地域開発プログラム 1‐」un‐ 07 30-Sep-27

リフトパレー州
ナクル県 ギルギル郡
エレメンタイタ地区
キアムボゴ村.オルショライ村

支援地
=内
の住民の生活水準の向上を目的とし.2021年度から始まつた第4フェーズの5年 目を実鮨した。主な支量プロジェクトと活動は以下の

最り.

1保偲・水●生プロジエクト:リプロダクティブ・ヘルスに関する●少年への書発活動、水供おシステムの建設 .水,生クラフヘの研修など

2スボンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:子議や成長報告を通したチャイルドとの交流.チヤイルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と

した開発」についての書発活動

ルワンダ V214,7,4,173 8,3∞ 人

キラムルジ地
=開
発プログラム 1‐ Feb‐ 08 30 S€p 25

東部県ガッィボ彗

キラムルジ地区

プログラム最終年度0活動を実施した。
1.しジリエンス・生計向上プロジェクト・■因世帯に対する現奎綸付を通した生計手段甕■の支援.貯善グループヘの研修.晨地の保全や果物の

苗木の青成を通した環境保全.青少年へのビジネススキルの研
=

2.保置水衛生プロジェクト:学校でのトイレの設■.榮養や衝生吾債の薔発着勁.貪困世薔に対するトイレ建設支捏

3.屎腋と教育プロジェクト:学智教●(教科書や本等)の提供、餞
=キ
ヤンプの実施.責困世薔の子どもたちの議学前彙青支援、子どもの保讀の彗

,
4スボンサーシップ・マネジメント・プロジエクト1手紙や成長報告を通したテヤイルドとの交流.チャイルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と

した開効 につt｀ての書発活動

グウィザ地1■開発プログラム 55.767.44フ 3●358人 1.800人 17‐ Mar‐09 30-Sep‐ 26

東部熙カヨン

'3ルカラ地区

本■業は最疼フェーズ(2025‐2026)の 1年 目を実施した.

1レジリエンス・生計向上プロジェクト:貪困世帯に対する現金綸付を通した生計手段藤40の支援.貯書グループヘの研修 .農地の保全や果物の

書本の育成を通じた■,保全 .青少年へのビジネススキルの研薔
2保健水衛生プロジェクト:綸水システムの設置 .茉姜や衛生習慣の■

'活
0.貧困世■に対するトイレ建設支援

3保饉と教育フロジェクト1学習教材 (教科書や本等 )の提供 .議書キャンプの実饉 .贅困世薔の子どもたちの就学前教■支援 .子どものユ餞の書

発

4スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手縦や成長報告を通したチャイルドとの交流.チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心と

した開発」についての書発活鉱 学校における子どものクラブ着動のサボート

二年ガタレ地城開発プログラム 1‐ Oct‐ 21 30-Sep-32

東部県ニヤガタレ都

2023年 度から始まった第1フエーズの3年目を実施した .

1.レジリエンス・生計向上プロジェクト.貪国世帝に対する現全綸付を通した生計手段壺得の支援 .貯苦グループヘの研修 .農地の保全や果物●

首木の青成を通した環境保全.=少年へのビジネススキルの研修
2.保健水衛生プロジェクト:地城の,材を使用した茉養価の高い食■の綱理研俸、栄姜に関する啓発着勁、妊,0や子どものいる家鷹にカウンセリ

ング実饉

3.保護と教育プロジェクト寺 智教イ (撃科●や本0)の提供、譲
=キ
ャンプの実施 .子どもの保餞の啓発.教輌に学ヨ

=中
心の教授まの研修

4.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト1手紙や成長報告を通したチヤイルドとの交流.チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中0と

した開発」についての薔発活動

イソンガ地城開発プログラム 1‐ ()ct‐ 23

西部県カロンギ郡ルガバノ地区

昨年魔実施したアセスメント(事前調■)の結■に基づき.本年魔は

'■
1年 目の清勁を以下の■り実施した .

1レジ1'エンス・生計向上プロジェクト,Eml"wered Wo● d Viewモ デルによる研悸、■日世手に対する現全綸付を■した生計手段菫■の支燿 .

貯薔グループの結成

2保健水衛
=プ
ロジェクト:乳幼児を■てる家壼を対彙とした育児・■●方まの研

“

、地域の,材を使用した榮養価の高い食事の調理研修 .栄姜

に関する啓発活動 .定期身体測定の実施、トイレの改

`.衝
■■動に関する研修

3保護と教育プロジェクト1学晋教材 (教科書や本年)の提供 .読■キャンプの実施 .子どもの保饉の書発、保護者を対■とした黎族のなり方を振り

工る研颯 Celeb了 ユing Familiesモ デル活用 )

4スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト・手紙や成長報告を■したチヤイルドとの交流、チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中0と

した開発」についての書兌活動
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口 名

プロジェクト名

支饉対象地

目
"合'プロジエクト

'実
●

支援チヤイルド螢合計

晏■●●     支援テイルド餞
プロジェクト●晏

開始 曰 ■7日

9>+l=7 V14',208,904 5,“Ю 人

]ロ ワ地域開発プログラム 1‐ Oct‐ 06 30‐ Sep‐ 25

マニヤラ州 ′ヽバティ泉
ゴロワ3

2021年度から始まつた苺 7移行期の5年 目(プログラム最終年)を実施した。

1レジリエンス・生計向上プロジェクト.貯薔グループヘのビジネススキルの研

`.食
品や収菫物の保管・保存送の研

“

、防災到練の実 ,こ

2.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト_手紙や成二報告を最したチヤイルドとの交流.チヤイルドの定期的なモニタリング、『子どもを中心と

した開発」についての薔発活動.子ども■会の開催 .地,i改 と趣携して,どもの保凛システムの磁立

ム■ンガ地域開発プログラム 1‐」an‐o, 30‐ Sep‐ 25

タンガ州 ムキンガ彙
ムキンガ椰

2021年 度から鮨まつた終了移●期の5年目(プログラム最■年)を実施した.

1水,生・保健・榮姜プロジエクト:榮を改善プログラム OD Hearth).綸 水システムの構築・■理重き、地,保腱ボランティアの籠力強化研修
2夕青プロジェクト1菫字た力向上のための,員研修、読

=キ
ャンプの実鮨 .学習教材の例t研修 .鷲学前数■のカリキユラム開発やワークショッ

プの実鮨

3.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト,手籠や成長10告を通したチヤイルドとの交流.チヤイルドの定期的なモこタリング.f子どもを中0と
した開発」についての啓発着勁

ルテンデ地域開発プログラム 1‐ Mar‐21 00‐ Sep‐ 31

タポラ州ウユイRルテンデ都

2022年 度から始まつた,1フェーズの4年 目を実施した。

iネ衛生・保■・榮■プロジェクト:学校●医療施設における水へのアクセス改善 .癸■改●研俸 .医療サービスが行鵠 いていない増■にアウト
リ‐―テサービスの支饉

2レジr,エンス・生計向上プロジェクト:若奢や女性を含む地崚住民に起業のための研修、家鷹薬国の設置の推進 .■品や収種物の保管・保存法
の研修、学校への工や綺子の供与

3スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手

“

や成長報告を■したチヤイルドとの交ま、チャイルドの定蒻的なモニタリング .「子どもを中心と

した開発」についての薔発活動

東アフリカ地域 (続き)

ウガンダ V104,099,235 4,700人

ロバランギット・カレンガ地域開発プログラム 30‐ Sep-30

カレンガ県
ロバランギット冨

'郡

及びカレンガ
副都

対象地域の住民の生活水準の向上を目的とし.2021年度から開始した,1フエーズの5年 目を実施した.主な支援プロジエクトと活動は以下の通
り.

1子どもの民餞プロジエクト.平和教育カリキュラムを通した子どものライフスキル曇威 .子どもを主体とする啓発活動の実施支援 .地●の子どもの
保護システムの強化

2.保健・榮養・水●生プロジェクト,お藩保●■による妊産婦や子どものこ康状態のモニタリングや保健指導 .安全な水漂の整備

3.譲字向上プロジェクト1子どもの議字向上●ための教授ま研棒 .地雄での続書活動

4スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト.手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流.チヤイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心と
した嗣効 についての書発活動

ブインタ地域開発プログラム 1‐ Oct‐ 23 30‐ Sep‐ 34

力1'口 県プラモギ都
フインダ31“

昨年魔案痣したアセスメント(事前調査)の結果にこづき.本年度は,彙 1年 目の活動を以下の通り実施した .
1レジ 1′エンス・生計向上プロジェクトIEm"wer“ Wo"d Viewモデルによる研

`.貯
薔グループの結成 .持薇可籠な晨案に関する研修

2.スポンサーンップ・マネジメント・プロジェクト1手紙や成長櫂告を通したチヤイルドとの交流.チャイルドの定期的なモニタリング.f子どもを中心と
した開発」についての書,活勲

コンゴ民主共和国 V120,485,226 5,∝Ю人

サンプワ地

“

開発プログラム 79-ArA 22 30‐ Sep‐ 33

オー・カタンガ州キプッ地区カボ
ンダ首■区ディランダ村落連合

2024年度から始まつた第1フェーズの2年目であり、以下の活動を実施した。

1.生計向上プロジェクト,農業研修 .農彙資材の供与、貯善グループの結成

2.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト:手颯や成長■告を最したチャイルドとの交流.テヤイルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と

した日発」についての書発活動、宗教精尋書を書き込んだ活動に国する0● (Clヽnnels of Hope.Ccに bra● ng Famll● s.〔 m"wered
Wo■dⅥew)

ルアラバ地雄開発プログラム 20‐ Au8‐ 22 30‐ Sep‐ 33

ルアラバ引ムチャチャ地区ルイ
ル小区ムワンフェ村落連合

2024年 度から始まった,1フェーズの2年目であt'.以 下の活勁を実施した.
1生計向上プロジェクト1農奏研悸、農彙資材の供与 .貯蓄グループの僣成
2スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト・手颯や咸■薇告を通したテヤイルドとの交薇.チャイルドの定期的なモニタ′ング、「子どもを中0と
した開発」についての薔,オ転 宗教指導者を書き込んだ活動に国する研修 (G■nnels o'Hope.Cetb● ●ng Fami,6.Em"wered
WoHdⅥ ew)
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目 名

プロジェクト名

支饉対,地

■割合計

プロジェクト費実饉

支援チヤイルド●合,|

曼
==薇
     支援贅イルド彙
プロジエクト●要

開始日 籍 7日

エスワテイニ(スワジランド) V4`,118′ 47 1,000人

ゲゲ地■開発プログラム 1‐ Nov‐ 09 3GSep-29

シセルウエニ地方ゲゲ区

終了移行期に入り.下 la事業を実施した。

1水・衝生プロジェクト・綸水システムの設置 .彙健鮨設における男女別トイレの設置 .薔生施殷管理委員会・技術者′■人の育成

2保健・栄養プロジェクト:子どもたちの咸iモニタリング、HiV′エイズとともに生きる母颯への支!|

3スボンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:手紙や成長|1告を通したテャイルドとの交流.チヤイルドの定期的なモニタリング .「子どもをや0と

した開発」について0書発活動

南アフリカ地域(続き)

中南米地域

エクアドル V,4,804,65, 3,300人

コルタ地城開発プログラム

テンポラツ州コルタ県
シカルバ3及びコルンベ都

2019年 度から開始した第2フェーズを1年工■し.最終年度として今年度は以下の活動を実施した .

1子 どもの発達プロジェクト‐子どもや青少年・若者の議解力の強化、青少年へのライフスキル枚育、ユ幼児の発達に関する保護者への研修

2子 どもの保饉プロジェクト1子どもや女性の権利や保護のための活 lt.社会活動のための■少年や著者のネットワーク0強化

3.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト1手

“

や成長報告を通したチヤイルドとの交流 .チヤイルドの定期01なモニタリング .「子どもを中心と

した開発」についての管発活動

プンガラ地域開発プログラム 1-」 ul―o7 30‐ Sep‐ 27

テンポラツ州1,オバン′`県
プンガラ都及びリクト郡

2019年 度から開始した,3フエーズを1年二長し.最長年として今年度は以下の活●を実施した.

1子 どもの発達プロジエクト1子どもや青少年・著者の読撃力の強化、■少年へのライフスキル象青 .■幼児の発ユに口する保護者への研修

2,ど もの保護プロジェクト・子どもや女性の権利や保護のための活動 .社会活動のための■少年や若者のネットワークの強化

3スポンサーシップ・マネジメント・プロジエクト【手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流、チャイルドの定期的なモニタリング、「子どもを中心と

した開発」についての書発活動

エリレサル′`ドル V37,178,298 1,300人

サンアグスティン地域開発プログラム 1‐ Oct‐ 08 30‐Sep‐ 27

ウスルタン県
サンアグスティン郎

2019年から始まつた第3フエーズのフ年目を実施した .

1.レ ジ1,エントな壼境構築プロジェクト地 嬌医燎のインフラの建設・拡張薔 4.安全な水へのアクセスの向上 .僣生彗償のに進、地域住民に向

けた災害や緊急時0ための:11練の実鮨
2.子 どもの保饉・■少年青咸プロジェクト:慟く機会の劇出やライフスキルの強化を国る嗜彙コースの開発 .子どもや■少年のためのメンタルベル

スの研修

3.スポンサーシップ・マネジメント・プロジエクト,手紙や成長報告を■したチャイルドとの交流.チャイルドの定期的なモニタ',ング.f子どもを中心と

した,1発」についての書発オ勁

グアテマラ Y120,485,225 5,αЮ 人

テセク地●開発プログラム 60242612 1‐ Oct‐ 22 30‐ Sep‐ 33

アルタベラバス県.テセク市

第 1フエーズ (2024‐2028年 )の2年目を実施した。

1栄姜・食料安全プロジェクト1地域関係者への栄驀に関する研
`.榮
養不良児のスクリーニングと力療、安全な水供給ンステムの構築

2.スボンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
‐
手

“

や成長報告を通したテヤイルドとの交流 .チヤイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中心と

した開発」についての書発后勁

サンタ・マリア・カアボン地
=開
発プログラム 60.242.613 1‐ Oct‐ 22 30‐ Sep‐ 30

アルタベラバス県.サンタ・マリ
ア・カアボン市

第 ,フェーズ (2024‐ 2028年 )の 2年 目を実施した。

1茉姜・食料安全プロジェクト,地域関係者への彙晏に関する研修 .栄姜不良児のスクリーニングと治療 .安全な水供給システムの構築

2スポンサーシップ・マネジメント・プロジエクト:手紙や成長報告を通したチヤイルドとの文賢.チャイルドの定期的なモニタリング .「子どもを中0と
した開効 についての薔発着勁

15

225年度 チャイルド・スポンサーシップ〔50による支援事業(実績)

| *t,".zo, | 18.164^l r.8oo^l

ss ro, aoa | .ro.ozo,,.l 1 e5o ,l. 
I

1‐,an‐ 10

rr.o:o,.rr | 13.76r^l ,,so,,.|

ura2"al s5.73s^l 1.3oo  
l

6.183,l.1 ,5oo 
^l

r,rrs,r.l ,,5o0,r'l



その他

グローバル・センター運営管理■ バートナーシップ事務所・■●目的機能・聴

“

続播事綺所の理者管理費.チャイルド・スボン
サーンツプ層新プロジェクト菫曾費.支援事業管理システム

=雪
管理贅■

テヤイルドスポンサ~ンツプ特別募金

為替調整額 予■時レートと決,時レートの■類による見込み口姜饉

16

2025年度 チャイルド・スポンサーシップ{SP〕による支援事業(実績)
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プロジェクト名

支経対t地

口 名
t責全】支援薇

晏

“

会

目剛合計

合計 ドナー

`
■7日開始 日

助成金

受
=者
数

【●■1支晨ロ

姜

“

奎    
“

全

“

奎
プロジェクト●■

東アジア地域

カンボジア 9,879,788

トモ・ブオ地域綸水アクセス改善
事業

5.656.196 個人ご支援者

バンティ・ミエン
テャイ州 トモ・ブ
オ郡

トモ・フオ3のより多くの住民(子どもたち含む)が.年間を通じて安全な水を手に入れることができ.その生活が支えら
れることを目指し、事彙を実施.完了した.具体的には約フてЮ人の受査者を想定し.部内のフカ所において井戸(深さ

50m以上)を掘削し、小学校2校において、約0(Ю人の児童のために丼戸や給水培を含む綸水設償を整備し.水利用

者グループおよび水管理委員会への維持,理研修を実施した。

17‐ Mar‐ 25 31‐ Ac8‐ 25 1.000メ、

コク・ポウ小学校悸織支援事案 3.53S.105 ヒロセ通商株式会社

タケオ州 ポレイ・

テユルサール地域

本●葉では.コク・ボウ小学校の校舎2棟にある計8教室を修●し、400名 の児童と,3名 の教師.合計443名 のために

学習環境を整僕する。それによt,、 児童は怪豪や事故の危険性のない環境で安0して摯習することを目指す。また教

奎が増加し1クラスあたりの児童薇が減ることで.児童にとってより適切な教育環境を提供する.

1‐」じ|‐25 31‐ Ma「 26 443人

カンポジア・タイ国境紛争緊急支
援

688487

国境地帯の 6州

2025年 5月 以降、両国間で緊張が高まり軍事衝突が発生。国境付近に住む124.940人 (推計)が選難生活を余饉なく

された。WVカンポジアは.緊急支援として以下を含む活動を展開している:

食料.水タンク.衛生キット.テント.蚊帳等の配布.綸水設備の整備.CFSの 設置.性的絆取・児童保護等に関する研修

13‐ Aug‐ 25 12‐ Nov-25 124.940人

ラオス 110,033,572

トゥムラン郡における就学前およ
び初等教育の学習重,改善事
業2

50.226.544 13.635.015 63.861.559
外務

`NGO連携無償資金協力

サラワン県
トゥムラン都

就学前教育と初等教育のソフトとハードの学習環境を改善することにより、子どもたちが社会文化的背景やジエン

ダー.障害の有無に関わりなく.学ぶ力の基礎となるリテラシー(読解力)を

`学
年の間に身につけることをa指す3か

年滸面の2年次事彙である.本事葉では、枝舎や水衛生施設■の学習インフラの整薔を行うとともに.教員の教授ス

キルの向上や家庭やコミュニティでの教育の■進、行政関係裁 の連携強化を目1,とした●■取り組みを実施した。

また、幼稚田教員に対する研修や障害をもつ子どもへの支援を行った.

9‐ Ma■ 24 22‐ Mav-25 23.941人

トゥムラン都における就学前およ
び初等教育の学習環境改善事

業3
16.114.995 5.054.125 21.169.120

外務

`NGO連携無償資金協力

サラワン県

トゥムラン郡

就学前教育と初等教育のソフトとハードの学習環境を改善することによt,.子 どもたちが社会文化釣背景やジエン

ダー.障害の有無に関わりなく.学ぶ力の基礎となるリテラシーほ 解力)を低学年の日に身につ|することを目指す3か

年計画の最終年度事業である。引き続き.校舎等の学習インフラの整備を行うとともに.教 員の教授スキルの向上お
よび家庭やコミュニティでの,■の促進、行政関係者との連携強化を目的とした各種取り組みを実施する。

23‐ Mav‐ 25 22-ヽlav-26 21.996人

ラオスメ水被災者支援●葉 22.343.02フ 2.659.866 25.002.393 ジャバン・プラットフォーム【,PF】

ビエンチャン県ハ

イサイフォン地
区.シカタボン地
区

本●彙では、ビエンチヤンで特に競害の大きかったハイサイフォン地区とシカタポン地区において、衛生用品の配布と
給水設備およびトイレの修路を行い、強災した人々が水を蝶介とする病気に罹るリスクの軽減に寄与した。

21‐ Oct‐ 24 20‐ Nov‐ 24 14.227メ、

モンゴル 5,400,492

最も弱い立場にある子どもたち
への医療費支撮プロジェクト 第

5期 (モンゴル)
5.400.492 5.400.492 株式会社」YPエンターテイメント・ジャパン

モンゴル全土
本事業では貧国家庭て■ ,。す0腱病の■い症状をもつ子どもたちに対し、専用家による適切な診断に基づく治療や
手術.ケアを提供した。彼らの命を教い億やかな成長に寄与することを目指す.具体的には.0腱病で苦し0子ども
たちについて.入院.手術.薬 .検診などにかかる費用の支援を行った。

1‐

'un-25
31‐ Dec‐ 25 11人
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口 名
【贅全】支援機

晏託奎

国別合計

プロジェクト名 合計 ドナー名
助咸金 事金

【枷資】支饉麟

委屁全    募全

東アジア地域 (続き)

ミヤンマー 89,868,187

カテン州における紛争の影響を
受けた人々への生活状況の回復
支援と子どもの保護事業

2.753.948 2.753.948 ジヤバン・プラットフォーム【,PF】

カチン州

本事彙では.ミャンマー国カテン
'1に

おいて、紛争の影響を受けている家庭や遣難民のこ本|(】な生活環境の回復を
目指し.緊急に必要となる食■と生計回復のための現金給付および衛生用品の配布を実施.また、紛争の影■によ
り百まつている子どもの保護リスクを軽減するため.子どもとその家族に対する保護と関連サービスの提供および対
象地域住人への啓発を実施。●業開始以降、治安悪化により避難民の流動性も高く.当初予定していた事業地に入
れなくなるなど厳しい状況が続いたが.事業地調整.期間延長をして対応した。

31‐ 4ヽar‐24 30‐」じn‐25 12.895人

カチン州における紛争被災者ヘ
の緊急支援と子どもの保護事業

32.116.480 5.803.139 37.91,.622 ジャパン・プラットフォーム【,PF】

カテン州

本事業では、ミャンマー国カチン州において.紛争の影響を受けている家庭や建難民の基本的な生活環境の回復を
目指し.緊急に必要となる食糧と生計回復のための現金給付を行う。また.紛争の影響により高まつている子ともの
保護リスクを軽減するため.子どもとその家族に対する保護と関連サービスの提供および対象地

=住
人への啓発を

実施する.

31‐ ′ヽ,ar‐ 25 31‐ Dec‐ 25 5.743人

ミャンマー中部地震緊急物貴支
援事業

17.113.980 20.039500 ジャ′`ン・プラットフォーム【,PF】

マンダレー
本事業は、2025年 3月 に発生したミャンマー中部地震により違難先のない被災世帯を対象として衛生用品や避難生
活に必須となる物資を合む緊急支援キットを支援した。

23‐ Aor‐ 25 23‐ ,un‐ 25 8.290人

マンダレーにおける地なの影響
を受けた子どもの保護

`葉
と楽

急物資支援事業
3.970.505 3.,705o5 ジャバン・プラットフォーム【,PF】

マンダレー

本事業は、2025■ 3月 に発生したミヤンマー中都地震により困難状況にある子どもたちが安全で使やかな生活を取り
戻せるよう.心理社会的支援や保護サービスの提供する.また、故災者に対し緊急支捏物資(シェルター、食料)を掟
供する.

18-Au8-25 31‐」an‐26 6.900人

プティドンタウンシップにおける国
内避難民支援事案 15.15,.168 65,.984 15.819.152 国連世界食糧計画(WFP】

ラカイン州 政
=後
の紛争の影響を受けるラカイン州プティドンタウンシップの国内避難民を対■に.現全給付を実施している。 1‐」an‐25 31-Mar-26 11.667人

E災被災者を対象とした,■お
よび現金給仕事業 657.614 44`.002 1.103.616 国連世界食糧計画【WFP】

マンダレー管区

2025年 3月 20日 にミヤンマー中部のマンダレー付近で発生したマグニチ■―ドフ.フの地震の被災者を対象とした事業。
本事業全体としてる0.4フ9人 (12.781世 帯、うち5歳未満の子ども3.583人 )に食■と,金を綸付じ.被災後の生活を立
て直すための支援を行つた。 ※受奎吉数 5.094人 は支援饉全体におけるWV」の支援が占める割合に基づき,出 .

1‐Apr‐25 31‐ Mav‐ 25 5.094人

ミヤンマー地震対応事業 8.261.344 8.261.844

マンダレー.ザガ
イン等

2025年 3月 28日 に発生したミャンマー中部地震の被災著への支援計画として30日 計画、および180日 間の対応計画
を策定し.それに沿つた支援を実施した。マンダレー.ザガイン●崚において1枚災者への緊急支援へのアクセスを
目的とし.水衛生.食料・現金綸付.子どもの保護分野の支餞.現地支援団体のキヤパシテイ・ビルディングを行つた。
また_2シエルター、生計画■0-ンなどを提供し.10「被書からの生計回復を支援した.9月 末までに緊急対応を贅
え、10月 より復興期支援として対応を経続する。

28‐Mar25 30-Apr‐ 27 500.000メ、
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プロジェクト名

支援対象地

目 名
【責全】支饉菫

晏籠全
ドナー名

饉7日開始 日

国別合計

合計
助咸全

受奎者藪

【歯費】支餞ロ

晏

“

全    お奎事金

プロジェクト●■

東アジア地域 (続き)

ベトナム 8,`60,30,

幼推回給食支援による子どもた

ちの健康・栄養改善事彙(2年次)
-14.871 ‐14.871

森来乳葉株式会社

(過年度終了事彙に係る支操金調整額)

ムオンチャ地区およU(トゥアチュ

ア地区における

ソーラーランタン寄贖事葉

258.o45 4.982.700 5.240.745 パナソニック株式会社

ァィエンピエン●
ムオンチャ3およびトゥアチユア郡の祭■:化地撃および電力不安定地城の生活の■の向上を目的として.510世書を

対■にバナソニックホールディングス株式会社より寄贈されたソーラーランタンを配布した。
i‐ Sep‐24 31‐ Dec‐ 24 2.550メ、

ダパック都にお|する台風ヤギ被
災世帯への緊急支優事業

3.442.435 3.442.435

ホ7ビン省
2024年 9月に発生した台ユヤギの影響により家層の浸水や樹壊により被災したダバック都の161世キを対象に現全

綸付を実施した。
1-Od‐ 24 31‐ ()ct‐ 24 805人

南アジア・大洋州地域

バングラデシュ 359,076,908

コックスバザール県ラム郡におけ

る水・衝生燎境改善事彙1
45.027 ‐57.0く)フ

外務省

GヽO連携無償資金協力

(過年度終了事業に係る支援金調整額)

コックスバザール県ラム都におけ

る水・衛生環境改薔事案2
10.27,,865 フ2.289.899

外務省

NGO連携無償資金協力

コックスバザール
県ラム郡

本■葉は.コックスバザール県ラム部における水・薇生環境改善を目指し、2023年 3月 より3年間の計画で実施中で

ある.第 2年次は、2●25年 4月 に終了し、40■の綸水設備、23この公共トイレ、5.055t(約 1.5“ mO,水 濤に加

え.対象2o校で計17この水・薔生設● (給水設備.トイレ.手滉い15)を 設置・修議した。また、行政や宗教リーダーを

含む異なる住民グループと連携し.コミュニティ内で水・衛生に回する正しい知識・習lRの書及のための様々な啓発活

動.また住民自身による水・衛生設備の適切な管理のための研修を行つた。

1‐ Mav‐ 24 30‐ハ1)r‐25 108.879′、

コックスバザール県ラム都におけ

る水・衛生環境改善事黎3
11.828.8'3 4.953.724 16.フ 82.617

外務省
NGO連携無償資金協力

コックスバザール
県ラム都

本●彙は、コックスバザール県ラム郡における水・僣生環境改善を目指し、2023年 3月 より3年間の計画で実施中で

ある。第3年次は2025年 5月に開始し、現在コミュニティおよび学校における水・衝生設備 (給水設備.トイレ.榜水清)

の建設が進行している.また、世界手洗いの日(10月 15日 )に合わせた薔発キャンベーン.学校での清掃キャンペー

ン.行政やローカル・マーケツトとの水・衛生分野に関する会合などを行い.人 々の水・衛生に関する知識・行動の改

善と、持続的な改善に向けた関係者間の体朝強化に取り組んている。

1-May‐ 25 30‐ Apr‐26 108.379′ 、ヽ

ミャンマー避難民キャンプおよび
ホストコミュニティにおけるジエン

ダーに基づくニカ(GBV)からの

コミュニティの予防・対応能力強
化事業

‐631.064 4.843.626 ジャバン・プラットフォーム【,PF】

コックスバザー
ル県ウキヤ郡

バングラデシユ南東部のミャンマー避鐘民キャンプ19とその瞬桂ホストコミュニティて、サ′`イパー中心主■に基づぃ

たサービスを提供した。さらに、宗教指導者を含むコミュニテイリーダーやリーダー格となる責贅が見られる人々を.

GBVの予

"テ

対応におけるキーアクターとして■成し、実践を促すことで.コミュニティのGBVに対する予防、対応力の

強化を目指した.

1-」 an‐ 24 31‐ ,an‐ 25 3.119人

ミャンマー遺難民キャンプおよび
ホストコミュニティにおけるジエン

ダーに基づく■力(GBV)からの

保護事業

7.449.060 21.756.540

コックスバザール
県ウキヤ郡

′`ングラデシュ南東部のミヤンマー避難民キヤンプ19およびキャンプ19に隣接するホストコミュニティにおいて、被害

当●者とそのリスクの高い人々に対し、ジェンダーに基づく暴力(GBV)からの回復のための支援を提供する。また、宗

教指導者を含むコミュニティ
'′

―ダーや1,―ダーの資贅が見られる人々へのGBV予防・対応の取り組みを通して、地

摯主導の保護環境の強化を目指すとともに.対ユ地雄の女性と女の子が自己青定感や自己効力感を得られるようス

キル研修やGBV書発研修などをもつて働きかける.

1‐ ,an‐ 25 15‐ Mar‐ 26 3.187人
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プロジエクト名

支援対■地

口 名
【責全】支援餞

姜

“

全

口財合計

合計 ドナー名

●7日開始日

助威金 事金

プロジェクト概要 受奎者数

【枷贅】支晨

“
委託金    事会

南アジア・大洋州地域 (続き)

バングラデシュ(観き)

ミャンマー避難民キヤンプにおけ
る総合栄養不良予防およびコッ

クスバザールの2都における母

子栄奏改善事彙

2.032.2,5 276.772 3.295.780 5.604.847 国連世界食燿計画〔WFP】

コックスバザール

04ヵ所の避難民

キヤンプ(5.6.

8VV.10)

モヘシュハリ都 .
ベクア郡

31‐ Dcc‐ 24 3.24フ人

ミャンマー避盤民キヤンプにおけ

る食料支援(2024年 ) 7,.658.469 206.546 6.637 7,.871.652 国連世界食糧計画〔WFP】

コックスバザール

のフカ所の運難民

キャンプ(8W.9.

10.:1.12.17.

18)

本事業は、危機の影響を受けた人々が基本|ヽな食料や榮贅を確保し.必要不可欠なニーズを満たすため以下の活
動を実施した。C電子バウチャーを通した必要最低限の■ヽ確保_2食料品選択肢の拡大_3緊急事態での,斜入
手の確保_3新鮮な野菜や■肉や魚などの食材の入手促達.

1‐」an‐ 24 31‐ Dec‐ 24 9.334メ、

ミヤンマー避難民キャンプにおけ

る食料支援 (2025) 141.925.0,3 1.170.428 143.095.521 国連世昇食糧計画【WFP】

コックスバザール

のフカ所の選難民

キヤンプ(3E.8W.

9.10.11.12.18)

本
=葉
は、「ミャンマー遭難民キャンプにおける食料支援(2024年 )」事業の後薇事業(同内容)で、実施キヤンプを―

部奎更しつつ.危機の影響を受けた人々が基本的な食料や榮姜を確保し、必要不可欠なニーズを満たすため以下の
活動を実施中。つ電子バウチャーを■した必要最低限の食料確保、②食料品選択肢の拡大、0緊急事態での食料
入手の確保.3新鮮な野菜や鶏肉や魚などの食材の入手促■.

1‐ ,an-25 31‐ Dcc‐ 25 12.379人

ロビンギャ難民およびホストコミュ
ニティの子どもたちを対象とした
教育支援事彙

11.722.310 ‐2.340.993
'.381.31フ

国連教育科学文化機関【UNESCO】

コツクスパザール
県ウキヤ都および
テクナフ郡

本事業では.ロヒンギャ難民およびホストコミュニティの子どもたちが、安全で保護された環境下で致青を受けられるよ
う教育へのアクセス改善を図り、保護者に対する研修、教員への再姜成研修、行取関係者への研修等を通した教育
環境の改善を支援している。

1‐ Scp‐22 31‐ Oct‐ 25 る.110メ、

最も弱い立場にある子どもたち
への医療費支援プロジェクト 第
5期 (′ ンヽグラデシュ)

5507.896 5.507.8,6 株式会社」VPエンターテイメント・ジャバン

バングラデシュ全
土

本事業は、バングラデシュ国内の全AP対象地における賞困
=鷹
から特に症状の二い子どもたちを選び.専門家によ

る適切な診断に基づくケアや着療を提供し.彼らの健やかな成長に寄与することを目指している.具体的には.心腱
病.ガン.脳腫瘍など重病て苦しむ子どもたちについて.入院.手続、案.検診などにかかる費用を支援した。

1‐」un‐25 31-Dec‐ 25 40人

インドネシア 8,213,237

北ジヤカルタ市マングロープ林再
生●葉(5年目) 8.213.23フ 8.213.23フ 三菫自動車工葉株式会社

ジャカルタ首都特
別‖ 北ジヤカル
タ市 カプク・ム
アラ・ビレッジ

本事彙は、北ジャカルタ市において約32.∝Ю本のマングロープの書末を地域住民(若者含む)と共に植林し、マング
ロープ林の再生を通して、沿岸部の浄化、生態系の保護、防災燎崚の向上などを目指す.対ユ地域に

=ら
す住民

46.979人 (カプク・ムアラ・ビレッジ人口)のマングロープ林の保E・再生籠力向上を通して.地球鳳墟の保護という世

雰共通の課題に取り組んでいる.

1‐ Mav‐ 25 30‐ Apr‐30 46.979人

20

2025年度 SP以外の募金・公的資金による支援事業 (実績)

|                                                            |

1本事案は、5歳未満の子どもと妊嘔中・授乳中の女性の榮姜不良の予防を目的とし、以下の支援を実施した。①榮姜
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|サービスの対象範囲の拡大、②栄曇不良の影響を受けやすい人々に対する貫の高い緊急棠姜サービス0強化、③
l

l榮姜教育・社会・行動査容コミュニケーションを通した栄養行動の改善、④質の高い榮姜サービスの提■.効率的な |
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携の確保、根拠に基づした意思決定を通した 栄養システムの強化。
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目 名
【責全】支援ロ

姜籠奎
プロジェクト名

口

"合
計

合計 ドナー名
助咸金 二金 募奎

【お資】支援饉

晏屁金

南アジア・大洋州地域 (続き)

103,221,242

アチャム都およびカイラ1'澤にお
けるコミュニティを基盤とした防災

事彙1
11.722.310 11.722.310

外務省

NGO連携彙償資金協力

(■年度終了事案に係る支援金調整額)

アチャム都およびカイラリ都にお
けるコミュニティを基盤とした肪災

事業2
41.773.099 47.951.175

外務省

NCO連携無償資金協力

スドゥパシュテム
州
アチャム都および
カイラリ都

本事彙は.頻発する洪水や地滑りなどの災書への対応能力の向上を目指し、3年間にわたリコミュニティと地方行政

の災害管理能力を強化する.2年次は、1年次に実施した活動をこに.■■などのコミュニティでの小規壌インフラの

整備を支援するとともに、防災と災害時の対応に関する情報を地城社会に■及させ、慶葉グループや貯蓄グループ
の継続的な活動を通じて、生計手段の多様化と強化を支援した。地方自着体に対しては、防災コ:1練等の実施.参加
型の政策・予算策定を促し、災害リスク管理体制を強化した.

31‐ Mar‐ 24 30‐ Ma「 25 67.ooo人

アチャム都およびカイラ1'3にお
けるコミュニティを基盤とした防災

事業3

40.105.322
外務省

NGO連携無償資金協力

スドゥパシュテム
州
アチャム郡および
カイラリ郡

本事業は、頻発するよ水や地滑りなどの災害への対応饉力の向上を目指し.3年間にわたリコミュニテイと地方行政

の災害管理籠力を強化する.3年次は.0地●防災委員会の能力強化.災書時に特に腱弱な世帯への情報周知、壺

電等の小規模防災対策年を実施しコミュニティの防災・災害への対応力を強化、②農葉従事者へのフォローアップ等
を通した災害や気候菫動に強い晨業技術の■入の促進.③地方自治体に対し防災に関るガイドラインの策定・逮行
支援、災害時の連絡経日の見直し等を行つている。

31‐ Mar‐ 25 30‐ ′ヽlar‐ 26 67.000,、

マデンユ

"お
よび′ヽグマティ州に

おける洪水および地滑り被災世
帯への緊急支援●彙

3.442.435

マデンユ州、パグ
マティ州

2024年 10月 におきたネバー′レマデシュ州およびバグマティ州における洪水および地■りにより故災した世帯を対象

とした事業.シエルターキット、資料および食料購入のための現奎およびバウチヤー、調理道具.衛生用品等の配布
にくわえ.コミュニティ内の共同水道螢旧のための綸水パイフの提供を行つた.

1‐ Oct‐24 31-Mar-25 430人

フィリピン 24074,876

EduTEh: TransforminE

Eduetion with Te.hnology
24.0フ 4.876 24.0フ 4876 富士通株式会社

マニラ首都□.
レイテ州、サマー
ル州、東サマール
州

ICr教育に必要な学習環境を整備し、■少年が情報化社会でより良く生きるための教育機会を提供する.学習格差・

デジタル格姜の拡大を防ぎ.将来の選択肢を広げる。受益者19.988人は.対象校計6校の在学生、教師、今後3年間

の織人生予定人数を含む.

30‐ Apr‐ 23
".988人

スリランカ ‐■267,367

スリランカにおける食料・現金給
付事業

‐1.267.367
国連世界食■計画【WFP】

(■年度終了事業に係る支,■金調整額)
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目 名
【責全】支饉饉

姜離全

目別合]

プロジェクト名 合計
助成金 事金

日

ドナー名

7日

【枷責】支援饉

姜
=L全
    事奎

東アフリカ地域

ブルシジ 3,723880

地域の食材を活用した学校給會
プ回グラム 1.,る 9.7'6 1.フ 59.084 3.728.880 国連世界食糧計画【WFP】

ムインガ州の全コ
ミューンおよびギ
テガ州

本事業は、以下の活動を通してO-14歳 の子どもたちの飢餓および榮姜失調を改善し、子どもたちの出席率の改善 .

成績の向上を目指して以下の活動を実施した.
・学校における食組支援の実施
■ 校綸食における衝生に関する薔発の実施
・学校の事底を活用して野菜を育成する.■彙の技饉研修を掟供し、生計向上の一助とする.
・教員.生徒.保護者への榮■に関する書発活動の実施

31‐ Oct‐ 25 88.64フメ、

エチオピア 77,641457

アムハラ州フェレゲ・ヒウオツト病

院の安全・衛生環境改善事業3
‐6.159.067 3.430.5,3

|

‐2728.474

外務省

NGO連携無●資金惚カ

(過年度終了事業に係る支援全露整螢)

アフアール州
チフラ郡における安全な水への
アクセス改善事業

7.723.0フ O 5.352.174 13.080.244
外務省

NGO連携無壼資金協力

アフアール州テフ

ラ都

本事業は、給水システムの奎捕.給水バイプラインの延伸および新たな綸水所の整書を行い.住民の安全な
水へのアクセスを改善する。また水管理委員会や衛生普及員の能力強化研摯と水衛生薔発キャンベーンを通
して住民の水薇生に関しての知識の向上を目指す.これらの活動を通して、女性や子どもの経済活動・教育
機会の妨げとなつている水汲みの負担を饉議することを目指す.

11-Ma■ 25 58.250人

ティグライ州アラマタ周辺地域お
|ナる包格的救命支援事実 18.069.600 2.065.461 20.135.061 国連人道問題調整事務所【UNOCHA】

ティグライ州アラマ
タ周辺地域

断機的に武力衝突が起きるティグライ州アラマタ周辺地域では.保健施設および教育施設が崚鮭 れ機能していない
状態が続いている。本事業では現地政府と協力し.以下の複数セクター (保健栄姜.水衛生.緊急下の教育支援)の
活動を行うことで.地域住民の基礎的サービスのアクセスを改善する.
・移動保健栄養チーム.緊急水衛生オフィサー.緊急下の教育オフィサーの派遣
・移動テームによる二礎的母子保健サービスの提供.コミュニティにおける栄姜不良児の治,センターの運営.母親
グループヘの啓発
・水衛生関連輸品の供与、水衛生に関する書発
・子どもの屎護に関する書発.学用品の供与.教師へのPFA研修

5-Dec-24 4‐ Dec‐ 25 129.920メ、

ティグライ州における食料支援支
■事業 8.000.297 3.,68.164 35.186.165 4フ .154.626 国連世界食糧計画【WFP】

ティグライ州 .アム
ハラ州 .アファー
ル州 .オロミア州 .
ソマリ州

本事業は、以下の活動を通じて主に子どもと妊産婦への支援を実施した,
■・補助栄養支援を通した軋幼児および小児の中産急性栄奏失調への対応
2地域母親支援グループ)を設立・強化し.子どもの健康と保腱・栄泰支援
・3保健従事者への能力強化トレーニングの提供

31‐ Dec25 4.237人

ケニア 127,0フ4,■54

ホマベイ3における水・會生改善
事葉1 51443フ 666.042 151.る 05

外務省

NGO連携無償貪全協力

(過年度終了事業に係る支援金調整額)

ホマベイ都における水・衛生改善

事業2 80.151.161 15.430.496 95.581.657
外務省

NGO連携無償資金協力

ホマベイ都 南ス
バ準都 西グワシ

地区及び北グワ
シ地区

本

`業
では、水処理施設の建設及び延やバイブとコミュニティ内の蛇口の設置を通じて.環境にやさしい,I多で多くの住

民に安全で清潔な水を届ける支援を行つた。同時に.住民の衛生燿城を改善するための啓発活動や衛生行動モニタ
リング等も行つた。また.水管理委員会の能力強化や住民の行動変容を通して事業の効果0持繊性を担保している。
●彙第2年次はコミュニティlヵ所に水処理施設の建設を行う他.第 1年次に建設した水処理施設及び第2年次に新た

に建設した水処理施設を延伸し計8か所の綸水ポイントの衛生施設の設置を行ったほか、水管理委員会への研修及
び住民が適切な衛

=行
動がとれるように啓発活動を実施した。

1-Scp‐ 24 31-AuB-25 22.871メ、
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プロジェクト名

支援対,地

口 名

`贅

全1支晨輌

晏屁奎
ドナー名

■7日開始 日

口

"合
計

合計
助成金 薔全 募全

プロジェクト●晏 受益者数

【欄賣】支援ロ

晏託全

東アフリカ地域 (続き)

ケニア(続き)

ケニア共和国キアムボゴコ

Motherto Motherプロジェクト

{0年次)

23.0フ 9.048 23.07,.048 塩野義製薬株 式会社

|リフトパレー州
ナクル県 ギルギ
ル都
エレメンタイタ地区
キアムボゴ.オル
ジヨライ、タンギタ
ノ、キプタングワニ

本事彙は3年間の事業の最終年度が2025年
`月
から開始。「妊産饉・授乳婦およびSi未濤児の健康を改善する」こ

とを目指し.以下の活動を行っている。

1外来線の改修と備品の整●.医療従事者への研修と0,T、 村落保健■への研修.巡回診療.サポーティプスー

バービジョン、データマネジメントのレビュー、M2Mグループの結成と月例会

2保億施設.学技およびコミュニティでの水衛生施設の改善、地城住民に対してのこ外薔泄根絶のための書発活動

3.医療従事者、村落保健員へのコミュニティ榮姜イニシアティプの研

`.栄
姜不良の餞合マネジメントに関する研修

4コミュニティのアドボカシー・グループの強化研修とレビュー■―ティング.終了時評うの実施

1‐りun‐25 31‐ Mav‐ 26 13.03Sメ、

ケニア′ホマベイ部の教薔施設等

における水・衛生改善●彙
8.261.844 8.261.844 個人ご支援者

ホマベイ都 市ス
バ準郡 西グワシ
地区及び北グワ
シ地区

本事業では学校等における衛生施設へのアクセス改善よび衛生行動の改善を促違するために以下の活動を実
施している.
・学校及び公共スペースにおける衝生施設 (トイレ、手洗い施設.焼却炉)の建設
・月経●生管理に関する研修
・■餞キットの配布

1-Feb‐ 25 31‐りan-26 2.400'、

ルワンダ 173.306,45,

コンゴ及びブルンジ難民とホスト
コミュニティに対する水衛生.教
育、生計向上支援事彙

111.549.225 11.704.2フ 9 123.253.504 国連難民高等弁務官事務所【UNHCR】

難民キャンプ|キ
ゲメ.キジバ.こャ
ビイェケ.ムゴンブ
ワ.マハマ
ー時避難施設 :ガ
ショラ.こャルシ
シ.ンカミラ.キジョ

ルワンダ政府は近隣のコンゴ民主共和国とブルンジ共和国から多くの難民を受け入れており.難民キャンプが全国各

地に存在する.本事業では.UNHCRの 管轄する合計
'力
所の難民キャンプ及び一時遺難施設において.就学前・初

等・中年教育の提供.安全な水の提供.トイレなどの術生施設の修

“

・継持管理、啓発活動による衛生促進.ICTスキ

ルや
=彗
、美容案、車両運転等の技術・職案訓練および起葉支援を実施した。

1‐ ,an‐ 24 31‐ Ooc‐ 24 92.90フ 人

ルワンダにおける難民支援事余 33.938.503 3.373.036 37311.539

難民キャンプ:キ

ゲメ.キジバ、ニャ
ビイェケ.ムゴンプ
ワ、マハマ
ー時避難施設 :ガ
ショラ.ニヤルシ
シ.ンカミラ.キ

ルワンダ政府|ま近麟のコンゴ民主共和国とブルンジ共和国から多くの難民を受け入れており.難民キヤンプが全国各

地に存在する。前期事案に引きつづき、本事業では、UNHCRの 管轄する合計,ヵ所の難民キヤンプ及び一時避難施

設において.就学前・初等・中等教育の提供、安全な水の提供、トイレなどの衛生施設の修僣・維持管理.啓発活動

による衛生促進.ICTス キルやす綸.美容彙、車両運転等の技術・職彙訓練および起彙支援を提供している。

1‐りan‐25 31‐ De● 25 84.273人

ニヤガタレ都ンコマ幼稚園」 学ヽ

校教育環境改善支援事案
12.362.748 12.362.フ 48

東部州・ニヤガタ
レ都・カランガジセ
クター・こヤミラマ
セル・ギシャララ村

本●彙では、ンコマ幼稚回」 学ヽ校に通う825名 の子どもたちのために、数室建設・学習設備の改善を実施した。ま

た、教員に対して指導能力の向上を目的とした研修を実施し.教育の質を高めることにも注力した。さらに、水衛生燎
境を改善し、意識の向上を実施した。同技のより良い教育を提供する学習環境を整え、子どもたちの健全な成長を支
援した。

1‐ Nov‐ 24 30‐ Sep‐25 825人

生計向上プログラムを通した経

済的 自立支援事彙 (THRIVE

2030)

373.668 378.668 ファルマ・ソリューションズ株式会社

ルワンダ

THRIVE 2030は極度の貫国にある1000万 人の人々が贅国の連菫を断ち切り、そこから板け出すことを目機に.2億

7500万米ドルの資金により11カ 国で活動実施。世界中のパートナー・支援者からのご支援で行うもの.極度の貧困

状況にある家族が自信を取り戻し.貯蓄グループを作り、市11知
=を
得、資金を増やすトレーニングを受けて、生計を

向上するプログラム.グアテマラ、ホンジユラス.ベトナム.ガーナ.ケニア、マラウイ.ルワンダ.セネガル、タンザニ

ア.ウガンダ.ザンピアの11カ国を対象.

ルワンダて1ま .政府の資困脱却プログラムとの新たな連携によι′.THRIVE 2030の認知度と支援範囲が拡大。この

連携によりTHRIVEは 地域ネットワークヘのアクセスが害易になり.より多くの世帯力年HRIVEの支援策に参加できる

ようになつた。

1‐ Oct‐23 30‐ Sep‐30 フOa,61人

23
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国連難民高等弁務官事務所【UNHCR】
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プロジエクト名

支援対象地

口 名
【資金】支饉饉

晏

“

全
ドナー名

■7日開始 日

国別合計

合計
助威金 二金

プロジエクト●姜 受奎者数

【枷責】支晨饉

委屁全    募金

東アフリカ地域 (続き)

ソマリア 118,905,087

ソマリ7・ソマリランドにおける

セーフティーネット:事業 (2021)
448.512 -829.48, ‐380.977

国連世界食糧計画【WFP】

(過年度終了事業に係る支援金調整韻)

ソマリア・サウスセントラルにおけ
る干ばつ対ら,彙 (2023)

‐:2.364540 ‐2.36454()
国連世界食糧計画【WFP】

(■年度終了事業に係る支援金調整極)

ソマリア・ソマリランドにおける茉

奏支援事業(2023) 5.803.375 5.803.375
国連世界食重計画【WFP】

(■年度終了事業に係る支援金調整額)

ソマリア・サウスセントラルにおけ
る干ばつ救援事彙

88.151.374 527.381 88.673.755 国連世界食組計画【WFP】

サウスセントラル
本事秦は、自然災書や紛争による被災地筆の人々を対象に、業姜

`■

の高い全品へのアクセス向上を目指し実施し
た.具体的には.電子バウチャー(電子食料引換券)の提供を通して基本的な食■と榮養ニーズを満たすほか.栄養
と衛生に係る研修や情報提供を通した食糧支援の効果的な利用の促進などを行つた。

1‐ Mav‐ 24 31‐ Dec‐ 24 7.275人

ソマ1,ランド総合食■支援事業 219.439 6.195.832 7.704.309 14.119.580 国連世界食糧計画【WFP】

ソマリランド

2022年から2023年にかけて起きた千ばつの影響から回■の途上にある地
=の
人々を対象として事業.食電配布.

榮■に関する薔発活動.貯薔グループの設置、5晨未満の榮姜不良児および妊蝙中授軋中の女性を対象とした榮姜
支援を実施する.

23‐ Feb‐26 5.133人

ソマリア・ドーロウにおける生計向
上および食料ンステム強化事業

2.031.037 2.031.037 国連世界食糧計画【WFP】

ゲド州ドーロゥ

本●彙は、 ドーロウ地域の食料システム強化の観点から小規模農宗のレジリエンス強化を通して食料安全保
障と栄泰状態を改善することを目機とし、特に、国内灌彙民、女性、若者を対拿に、生産吉グループの生産

籠力強化、榮姜●の高い奮品の意庭清■の改善、■産の商案化促進、生計手段の多様化を通して所得の安定

性を高めることを目指している.

31‐ Deo25 548人

気候変動に対応した農業技術に
関するパイロット●葉

(lnnovation Chalenge FY24)
11.017.857 11017.857

|

ソマリランド
ガビレイ地区

ソマt'ア (ソマリランド含む)では.202●24年には過去40年で最も深刻な飢饉、2023‐ 24年には過去lCЮ年で最も深
刻な洪水が発生しており、気候奎動に対して非常に臓弱であり.■■劣化が大きな問題となつている。その過醸な状
況を背景に、本事案ては革新的かつ持続可能な農法として.■を使わずに農件物を育てる水耕競培いγdroponics)

に着目し、試験||に実施した。具体的には50世キの代表者(彼らを2グループに組織化)を対■に、農業技術と金融1,

テラシーに関するトレーニングを実施、また水耕競培用資材を供与した(例 :PVCパイブ、消
=割
.ソルガムや野菜の

種子.点満灌議用資材など).

00‐ Sep‐25 349人

南スーダン 127,68■ ,798

トンジ都における食糧支援事業 ‐386.241
国連世界食糧計画(WFP】

(■年度終了事業に係る支援金調整額)

中央エクアトリア州における食料
支援事業

‐346.フ 22
国連世界食■計画【WFP】

(過年度纂7事彙に係る支援金調整饉)

新型コロナウイルスワクチン接糧
キャンペーン事業

‐11.066.32フ
国連児童基金【UNiCEF】

(■年度終了事業に係る支援金調整額)

アッパーナイル州マラカルで洪水
被害を受けた学校への教育緊急
対6事業

‐410.614 ‐410614
教育のためのグローバルリ ―`トナー

シップ【GPE】

(過年度終了事業に係る■摂金調整螢)

アッパーナイル州における保健
サービス羮章事桑

2,.002.875 3.258.196 32.2,1.071 国連児童基金【UNICEF】

アッパーナイル州
マバン.メルート.
レンク郡

紛争影彗下で政府による遠輌地での保健サービスが絶特できない状況下で、アッパーデイル州マバン、メルート、レ
ンク都の保健医療サービスをま

=じ
.性持.強化するための0彙 .プライマリー・ベルスケアを提供する対象疱城内の

保腱施設で働く保健医療従事者に研修機会を提供し、経薇的な雇用を支え、また、保優施設運営を支え.提供する
サービスのモニタリングを実施した。

1-」 ul‐ 24 30‐」un‐ 25 43.331,、

24

2025年度 SP以外の募金・公的資金による支援事業(実績)

lJun-25

|
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プロジェクト名

支援対拿地

目 名
【責奎】支饉ロ

姜託奎

口

"合
計

合計 ドナー名

終了日開始 日

助威全

受益者致

【鮨贅】支■●

■屁奎    3金
`金プロジエクト●晏

東アフリカ地域 (続き)

南スーダン(続き)

西エクフトリア州における食料支

援事業(2024年 )
6.492.335 342,316 12.417.113 19.251.764 国連世ネ食組計画【WFP】

ヤンピオ都、ンザ
ラ都

本事業は.西エクフト1,ア州ヤンピオ都・ンサラ都の詭弱な人 を々支ユし、将来のショックに備えるため.以下2つの目

撻達成を目指じ.実施した.0現金支援て腱弱な世帯の購■力を向上させ.食■や栄養の確保を回る。②コミユニテイ
の資産回復・形成を支援し、生計を向上させ.将来のショックに輪える力を養う。③学校綸,を通して、児童の飢餓を
和らげ.出席率や学習意欲を高める。

1‐」an‐ 24 31‐ Mar‐ 25 2.97つ 人

ファショダ郡およびパニカン都に
おける食料支撮事業

4.る 42.oo7 1.352.188 9.839.501 15.833.696 国連世界食組計画【WFP】

アッパーナイル州
フアンヨダ都.パニ

カン郡

人遭状況が未だ厳しい状況にある南スーダンのファショダ郡およびパニカン郡において一般食料配布.生後6ヵ月以

上2歳未洒の子どもを対象とした榮姜支援、学校綸■の提供を実施している.
1‐」an‐ 25 31‐ Dec‐ 25 3.162メ 、

南スーダン・教育分野におけるレ

ジリエンス強化事栞(2期 )
63.るる8.251 8.846.,20 72.SlS.171

教育を後回しにはできない(Education

Cannot Wait)基金【ECW】

ワラップ州(北トン
ジ.東トンジ,アッ
パーナイル州(バ
1,工

)

本事彙は、長引く紛争の影響下にあるワラツプ州北トンジ都、アッパーナイル州バリエ郡において実施してきた教育事

業の2期 日である。支援を通して、危機に直面する子どもたち.特に障害のある子どもたちに対する安全で公正な教育

機会の向上.危機に直面するコミュニティて、包格的かつジエンダーに配慮し,障害を考慮したアプローテによって教
育の質が向上し.より包格的な教育の実現を目指している。

1‐ ,un‐ 23 31‐ May‐ 26 5.738人

スーダン 279,632,801

南コルドファン州食■支援事案 1.120.876 1.120.876
国連世界全糧計画【WFP】

(過年度終了

`業
に係る支優金調整籠)

スーダン危機国内避難民への水
衛生緊急対応事業

‐3,514.o38 1.15フ .フ60 ‐2.356.278

南ダルフール州

スーダン危機の影響を受け、脱水症、水因性感染掟などのリスクにさらされ腱弱な立場に置かれている南ダルフール

州に滞在している国内避難民(lDP)、 難民、ホストコミュニティに対し、水衛生サービスの提供を通し、生命崚持、感楽

症リスク軽減のための緊急水0生サービスを提供した。2024年 1月に紛争激化のため●彙地を南ダルフール州に変

更し.支援を届けた。

30‐ Nov‐ 24 2フ .フ 75メ、

南ダルフール州における水衛生
緊急対応●彙

4.628.28,

南ダルフール州

本事業は.2023年 11月 ～2024年 11月 まで実施した事来の第2期 目.南ダルフール州Belei地区におけるIDP、 ホス

トコミュニティに対して.緊急水衛生サービスを提供し、感染症年のリスク軽減.生命織持および瞼弱性の悪化防上に

貢献することを目的としている.■体的には、水供給システムの修饉やトイレ・シャワーの設置.衝生廂品や●厳キッ
トの配布、清掃キャンペーン.●生啓発活動の実施を行った。

1‐ Oct‐24 31‐」ul‐ 25 45∞人

南ダルフール州緊急食■支援事
業

1.246.459 206.546 23.503.873 29.95る .878 国連世界食4計画【WFP】

南ダルフール州

本事業は.南グルフールの社会的弱吉である国内避難民、難民.受入住民の生活基盤を回復し.ショックに対するコ

ミュニティの回復力を強化する一方で、子どもや妊饉中猥 乳中の女性の食糧・栄奏状態を改善することにより、命を
救うことを目|ヽとしている。具体的には.最も脆弱な国内通難民に対する食組の配布.対象t域において食料配布委
員会を設置し.苦情・フィードバックやモニタリングの仕組みの整備、保健・栄養啓発を,つた.

1‐」an‐24 31-Dec‐ 24 2.444人

南ダルフール州地域栄姜改善●
棄

3.322.171 206,546 3.580.335 7.109.052 国連世界食糧計画【WFP】

南ダルフー ル州
本事葉は.南ダルフール州において社会的弱者である国内選難民、住民.帰遺民.難民の間で社会行動変客コミュ
ニケーションを強化しながら、子どもたち、妊娠中・授軋中の女性と女児の榮養状態を改薔すべく実施した。

1‐ Fcb‐ 24 31‐ Dec‐ 24 2.063人

25
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【責全】支饉薔

姜

“

奎

口

"合
計

プロジエクト名 合計 ドナー名
助咸全 募金

【枷責】支饉饉

,"全    諄全

東アフリカ地域 (続き)

スーダン(続き)

南ダルフール州における栄曇支
援事彙 3.324.613 1.170.428 4.391.381 9.386.422 国連世界食糧計画【WFP】

ld, )v)- )rti
南ダルフールHにおける綺弱な世■.国内量難民.帰還民、難民のSt未書の子どもと妊産

"を

対象とした榮曇スク

リーニングを実施し、二慶よび中魔急性英饉不良と診断されたケースに対して栄奏治薇食を提供している。またS菫未
満の子どもがいる世帯を対象として栄姜に関する啓発活動を実施している。

1‐」an‐ 25 31‐ Deo25 3.588メ、

南ダルフール州における食料支
援事彙 1.213.179 1.170.428 96.054.135 98.437.フ 42 国連世界食罐計画【WFP】

南ダルフール州

南ダルフール州における魔弱な世帯、国内避難民および難民を対象とした食料配種 実施している。また新たに登録
された国内避難民の5蔵未満の子どもおよび妊産婦を対

'と

して栄姜補助食を提供し.栄姜に関する啓発活動を実
施してt｀る.

31‐ Dec‐ 25 18.572人

ホウイトナイル州における食料支
援事業 10,.745 109.745 国連世界食燿計画【WFP】

ホワイトナイル州

ホワイトナイル州において.38万人以上の難民を対象とした食料配布を実施している。また.5歳未満および妊産婦を

対,として■7万人以上に栄養補助食を提供するほか.保健茉養に係る啓発活動を通して0生管理や榮贅●の高い
食事の用意の実践を支援している.

31-Dcc‐ 25 15.921人

東ダルフール州および南ダル
フール州難民・国内選難民・庇護
希望者への保護事業

3.233.0,0 3.233.390 国連難民高等弁務官事務所【UN HCR】

南ダルフール州6

カ所、東ダルフー

ル州6カ所

本事業では、紛争の影響を受けた南・東ダルフール州で、情報提供.人遺支援アクセス、意識審発を含む包括的な保
護サービスを強化した。両州てモバイル保護テスクによる0理社会的支援.法的支援.現金綸付を行い、多目的コ
ミュニティセンターの修復・■書を支援。また.保護ネットワーク設立.医療品やビニールシートなど緊急支操物資の配
布、GBV対応.若者・障がい者・子ども支援.住民,加による活動運営も推進した。

1‐」an‐ 24 31‐ Dec-24 1.795メ、

東ダルフール州および南ダル
フール州における包格的な保護
支援事業

40.032.6フ フ 7.230.904 47.263.581 国連難民高等弁務官事務所:UNHCR】

東ダルフール州お
よび南ダルフール
州

ホ事業では、南ダルフール州および東ダルフール州において.紛争の影■を受けた地域住民に対し、保護・心理社会
的支援および女性のエンパワメントを目的とした包格的な支援を実施している。
主な活動は.性塁力被害者への心理社会的支援.現物・現金綸付.保護に関する啓発活動などである.

1‐」an‐ 25 31‐ Dec-25 527人

プルーナイル州におけるコレラ対
応事彙

|

4.11フ.317 4.117.817 国連人道問題調整事務所【UNOCHA】

ブルーナイル州

紛争の影響下にある人々への緊急の水衛生サービスの提供と衛生習償の向上によってコレラの■延を抑え、10嗜社
会全体のwel‐ beingにも貢献することを目的とした0■ .事業地の国内避難民およびホストコミュニティを対象として.
安全な水の提供.トイレの表取リサービス、衝生用品の配布、清掃キャンペーン、コレラ予防を含めた衛生薔発活動
の提供を
'い
緊急支援と持続可能な支援の提供を行った.

24.335,、

南ダルフール州の緊急人道支援 42.500.626 6.106.1,1 48.606.817 国連人選問題調整事務所【UNOCHA】

南ダルフール州

(Nvala North、

Nyala South、 測

Sunta、 Sharq al

」ebel地城 )

撃難民および受け入れコミュニティを対象に.水衝生、保護、緊急シエルター・生活必需品.保健・榮奏サービスを織
合的に提供することで、食料不安の軽減と健康状態の改善を回っている。本事業は、スーダン人道対応計画が■点
を置く「飢饉,および「避難」への対応を目的としており.2025年 10月 までに、栄養不良、死亡率、罹患率の課題に取り

組んだ。報告期間(2025年 2月 ～フ月)においては.53.'37人 (男性7.798人 .女性13.396人 .男児フ.350人 .女児

12.612人 )に支援を届けた

1‐ Nov-24 20.152メ、

タンザニア 3,00■ 575

シンポダマル小学校修繕支援●
業

3888.575 個人ご支援者

タポラ州ウユイ県
ルテンデ郡シンポ
ダマル村

本事業は、タボラ州でも最も貧しい地域の一つであるシンポダマル村の小学校、シンボダマル小学校校舎を修綸する
ことで.初
=教
育学齢期の子どもたち(約670名 )が集中して学習てきる環境を整備する。既存のア教室と2つの職員室

を修繕するほか、車いす用のスロープも設置し子どもたちの学習環境改善に貢献する.

1‐りun‐25 31‐」an‐26 677人
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プロジェクト名

支撮対彙地

口 名
【責全】支饉●

■

“

金
ドナー名

■7日開始日

目

"合
計

合計
助咸金 諄金

受査者藪プロジェクト●
=

【枷彙】支E菫
姜

“

金    事会

東アフリカ地域 (続き)

ウガンダ 305,012,322

西ナイル地域における子どもと
,少年の教育・スキル強化事業

‐489.101 489.101
口連児童基金【UNIC[F】

(]年度終了事案に係る支援金調整額)

ビディビディおよびロブレ難民居
住地における食■支援事業

(2022)

-22.358 ‐22.858
国連世界食罐計画【WFP】

(過年度終了事業に係る支援金調整額 )

ビディビディおよびロブレ難
民居住地における食糧支援事

業 (2023)

‐268.235 268.235
口達世界,■計画【WFP】

(過年度終了事業に係る支援金調整頷)

ライノ難民居住地における初等

教育環境改善事案2
64.541.613 13.811.217 78.352.830

外務省

NGO連携無償資金協力

マディ・オコロ県.
テレゴ県
ライノ・キヤンブ難
民居佳地

本●■は、難民とホストコミュニティの子どもの教育へのアクセスと議字向上を目指し.地域内の3校を対象に実施す

る3年事業の2年 目.1教窒(3枚 )やトイレ(1校)の建設.教材■供による学習重境整備、②教員研修や扶外での護

書活動を通した霞字向上.O地重住民と県政府の学校運営への0画促進.4学校内外での子どもの保護強化を実
施した。

3‐ Jun‐ 24 2‐」un‐25 17.フ 31人

ライノ難民居住地における初等

教育環境改善事業3
15.74S.388 6.593.007 22.338.395

外務省

NGO遠撓無償資金協力

マァイオコロ県、
テレゴ県
ライノ・キャンプ難
民居住地

本事彙は.整民とホストコミュニティの子どもの教育へのアクセスと1議卒向上を目指し、地域内の3技を対象に実施す

る3年 ,実の最終年度。O数室 (2校 )やトイレ(2校 )の建設等による学雪環境壺綸、②教員研修や技外でのま●クラ

プを通した識宇向上.③地域住民と県政府の学校運営への,回促進、④学校内外での子どものス護強
`ヒ

の4つの柱

を中心に活動を実施している。

3‐」un‐25 2‐りun‐ 26 18.087メ、

ビディビディ.ルワムワンジヤ、お

よびチャカ‖難民居住地における

食組支援事集(2024)

31.053.285 ,7.061.815 48.115.100 国連世界食糧計画【WFP】

ユンペ桑ビデイビ
ディ難民居住地.
カムウェング県ル
ワムワンジヤ難民
居住地、キェゲグ

ワ県チャカ‖難民

居住地

本事彙は、ビディビディ.ルウムワンジヤ、およびテヤカ‖難民居●地で、食料と現金給付支援を提供し.偏った,事の

問題に対処する。特に女性や弱者の多加を■視し.保護.水衛生、榮姜、生計画壼支援など他のセクターと機合を最

して.難民の食■安全保障や茉姜など必要なニーズを専厳を持つて満たすために活動を実施した。

1‐ Sep‐23 31‐ Dec‐ 24 14.814,、

ビディビディおよびロブレ難民居
住地における生計回復支援

53.441.063 3.949.161 57.390.224 国連世界食糧計配 wFP】

ユンペ県ビディビ
ディ盤民居住地
コボコ県ロブレ難
民居住地

本事業は、対彙難民居住地及び

“

民を受け入れているコミュニテイにおける食料安全保障を改薔じ.生彙や自立を促

すことを目10としている.具体的には.持餞可能な農彙バリューチエーンと市場連携の構築.生計手段の多様化など

にかかる能力強化研修を難民.受け入れコミュニテイ住民を対象に行つた。

14‐ Nov‐ 23 31‐ De(‐ 24 935人

ビディビディおよびロブレ難民居

住地における生計回復支援2
9.フ 23.350 76o.916 10.489.266 国連世界食糧計画【WFP】

ユンペ県ビディビ

ディ難民居住地
コボコ県ロブレ難
民居住地

本事業は.「ビディビディおよびロブレ難民居住地における生計回復支援」の後繊事業で、以下の活動内容を経続し

た.対象難民居住地及び難民を受け入れているコミュニティにおける食料安全保障を改善し、生彙や自立を■すことを

目的としていた。具体的には.持続可能な晨案バリューチエーンと市場連携の構築.生計手段の多様化などにかかる

能力強化研修を難民、受け入れコミュニテイ住民を対象に行つた.

1‐ Mar25 31‐ May‐ 25 7.938人

ビディビディ.ロプレ、ルワムワン

ジャ.およびチャカ‖難民居住地

における食糧支援事集

12.フ 62.233 1.180.755 11.8,7.972 25.340.960 国連世募食糧計画〔WFP】

ユンペ県ビデイビ
ディ筆民居住地.
カムウェンケ県ル
ワムワンジヤ難民
居住地、キェゲグ

ワ県チャカ‖難民

居住地

本●彙は、ビディビデイおよびロブレ難民居住地におけるヽ魚難民及び難民を受け入れているコミュニティの人々が

,●へのアクセスを改薔し、危崚の影響を受けた人々が必要な時に十分で榮姜●の高い食事を摂取できるよう.食
料配布ならびに現金綸付を実施している。
・当初は栄姜支援のコンポーネントが含まれていたが.ドナーからの資金減に伴い食料支援のみを実施している.

1‐」un‐25 31-Dec‐ 25 6.902メ、
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口 名
【贅全】
=饉
■

姜

“

金

目別合計

プロジエクト名 合計 ドナー名
勁成金 事金

プロジェ

【●資,支援饉

姜託全    ■金

東アフリカ地域 (続き)

南アフリカ地域

ウガンダ(続き)

アグリビジネスのレジリエンスお
よび競争力強化事業(STAR) 32.535.674 4.048.57, 36.584.253 国際貿易センター【ITC】

カラモジャ地方 (カ
レンガ県 .アビム

県、コティド県 .カ
ボン県 )、 アチョ1,

地方 (パダー県、
アガゴ県、キットグ
ム彙 .ラムオ県 )、

ランゴ地方 (リラ
桑 .オヤマ県 )

本事業は、ウガンダ北都および北東部の10県において.自然災害へのレジリエンスと晨彙生産者および小規模・■
錮・中小企業(MSME)の競争力を高めることを目的とし.キャッサバ.シアパター、油燿種子のパリユーチエーンに焦
点を当て、対象地域に住む1万世帯の晨彙・酪農世帯の生産性向上.キャッサバ.油■種7.シアパターのパリュー
テエーンに関わる60の協同社合・MSMEの 能力強化、および.組合・企業をサポートする3つのビジネス支援組織′
サービスプロバイダー能力強化を行つている。

10‐Sep‐ 23 9‐ Sep‐26 45.00o人

マタンガチア小学校の燿菫改善
事彙 9.301.322 9.301.322 山崎ラプローフ

マデ´オコロ県ラ
イノ・キャンプ難民
居●地リグボ準都

本事業では.子どもたちの学習環境の改善と.その継編00な餞持・向上を地●主体て支援することを目的に.ウガン
ダ人および

'3民

の子ども1.757人 が通うマタンガチア小学校において、校舎1機の整薔と学校運営員会の籠力強化を
実施した。

30‐ Sep‐25 1.757人

ウガンダ「住民主体の自然再生

アプローテ」(FMNR)推 進プロ

ジェクト

815.582 815582 個人ご支援者

ホ事彙はウガングにて.2028年 6月 までの5年間で.約50万ヘクタールの荒座した土地を再生し、級化するもの。貧
国の中にある子どもたちは気候贅動の影■を最も大きく受ける存在であり.凛崚が査わり水量みや薔袷も`ができる場
所が遠くなると、特に女子児童や女性には家事負担が重くなり、教育などの機会が二ることになる。そのため「住民主
体の自然再生ァプローチ」(FMNR)と いう手法を用いて、自然・森林の再生をめざす。

ウガンダ北東部
21.フ54メ、

イニヤウ小学校建設支援事業 8282.361 8.282.3る 1 個人ご支援者

テレゴ県インペピ

難民居住地オドゥ
ピ4都

本●彙では.子どもたちの学習環境の改善を目的に、ウガンダ人・難民の子ども2.41o人が通うイ=ヤウ小学校にお
いて技舎1檬を整備している。●彙地では麟国から逃れてくる雌民児童藪が近年増加し、教菫数が正倒的に不足して
いるため.劣悪な学習環境を改善することで中退する児童の減少も期待されている.

1‐」an‐ 25 31‐ Dec25 2.410人

ロバランギット小学校建設支援
事業 8.282.223 8.232.223 個人ご支援音

カレンガ県ロパラ
ンギット■3ロド
ワリ村

本事彙では、子どもたちの学習量鮨の改善と.その継綸||な維持・向上を地域主体で支撮することを目11に .ロバラ
ンギット小学校で学ぶ2.135人 の児童のために枝舎1様を増設し、地域住民約300名 に対して教育や学校運営に関す
る研修を実施した.

1‐ Ja n-25 30-Scp‐ 25 2.435人

コンゴ民主共和国 219,775,068

中央カサイ州ルイザ、ルアンボ1=
おける慢性栄養不良予防事彙 7.338.055 2.092.950 9.931.005 国連世界食糧計画【WFP】

+\h+1^)t4
11. )t7>f

本事業では.対象地域(ルイザおよびルアンボ)における5歳未満および女性の栄姜状況の改善を目的に、以下の2
つの柱て活動を行つた。①農彙実践や食品知識の■及・促進を確実にするための、啓発・研修・実演の実施。②保健
従事者を対象とした.榮姜分野における蛯力強化.保健センターヘの●品提供、活動の中にセーフガーデイングや保
護にかかる薔発活動の統合などを通した榮養分野におけるシステム強化.

1‐ Dec‐ 23 31-り an‐25 5.23フ 人

中央カサイ州.東カサイ州におけ
る食料配布事拿 1.387.657 206.546 11.306.886 12.901.089 国連世界食糧計画【WFP】

中央カサイ州 .東
カサイ州

本事業は、中央カサイ州おょび東カサイ州において.新たに避難民となつた人々や帰遺民.その他の腱弱なグループ
の食料安全保障と栄養状態を改善を目指し.食料の配布.乳幼児期の栄泰に関する啓発活動.苦情・フィードパッ
ク、モニタリングの仕組みの整綺などを行った。

31‐ Dec‐ 24 3.855,、
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目  名

`資

金】支援薇

姜贅全

目割合計

合計プロジェクト名
助咸全 募 全

ドナー名

7日

【●資】支援薇

委

“

全    募全

南アフリカ地域 (続き)

コンゴ民主共和国(餞き)

北キブ州における緊急現金綸付
事彙

118.9,1.458 418.462 119.409.920 国連世界食糧計画【WFP】

北キヴ州ルペロ、
ワリカレ.ベニ.ル
シュル、マシシ.ニ
ラゴンゴ

本事業では、北キウ州のルベロ.ワ 1'カレ.ベニ.ルシュル.マシシ.こラゴンゴにおいて.新たに置盤民となつた

^や帰遺民.その他の虚弱なグループの食料安全保障と栄奏状態を改善を目指し、現金綸付支援.■幼児期の栄番に

関する薔発活動.苦情・フィードバック.モニタリングの仕組みの整備などを行つた.

8.855人

中央カサイ州.東カサイ州におけ

る食料配布●案2
1.376.974 1.349.950 2.726.924 国連世界食■計画【WFP】

中央カサイ州、東
カサイ州

本事業は、「中央カサイ州、東カサイ州における食料已布●彙」の後続事彙として、同様の内容を実施する.中央カサ

イ州において.新たに避難民となった人々や帰遺民、その他の■弱なグループの食料安全保障と榮養状態を改善を

目指し.食■の配布、乳幼児期の栄養に関する啓発活動を実施した.

1‐ Feb‐25 31‐」ul‐ 25 4.291人

北キ,獅 |こおける緊急現金綸付

事業2
1.831.046 2.916.156 68.190.653 72.937.855 国連世界食ヨ計画【WFP】

北キヴ州ルペロ、
ワリカレ、ベニ、ル
シュル、マシシ、ニ

ラゴンゴ

本事業は.「北キブ州における緊急現金綸●事業」の後続事彙として.北キヴ州のルペロ、ワリカレ.ベ

ニ、ルシュル、マシシ、ニラゴンゴおよびゴマにおいて.新たに避饉民となった人々や帰選民、その他0腱

弱なグループの食料安全保障と榮奏状態を改善を目指し、食料配布.現金給付支援、乳幼児期の栄■に関す

る啓発活動などを実施している.

1‐ ,an‐ 25 31‐ De●25 11.25フ人

タンガニーカ州における乳幼児と

妊産婦への榮奏支援事栞
215.906 1.170.428 1.386.334 国連世界食糧:十画【WFP】

タンガニーカ州カ
レミエ、ニエンバ.
モバおよびカンシ
ンバ保健地区

本事葉は.以下の活動を通して急性茉泰失調が原因で死亡および病気に罹患する5歳以下の子ども.妊産婦の減少

を目指している.
。中程度の急性榮養失調の5晟未満の子どもと、妊産場を対象とした補助茉養食の提供

・中程魔の急性榮奏失調の5菫未満の子どもと.妊産蜂を対象としたスク
1リーニングと保健施設へのリフアラル

・保腱センターにおける母乳青児や、榮曇のある食事の料理方法などの書発セッションの実施

2o‐ May‐ 25 1,‐ Feb‐ 26 7.0,0人

南キブ州における統合1`〕レジ1'

エンス強化事業
481.941 481,941 国連世界食■計画【WFP】

南キブ州 ウピラ

統合的なコミュニティ・レジリエンスおよび学校栄姜アプローチを通して.詭弱な世薔の食料および榮奏の

安全保障を向上させるための活動を行つている。

・資料および栄養の安全保障を持続11に改書することにより詭弱な世帝がショックに対処する能力を強化

・対,校の児童に対する日々の食組支援を■じて、子どもたちの差し迫った飢餓を軽減

・女性.乳児.幼児の■切な食事慣行.およびその他の菫事な蒙庭内実践を促進など

15-Aut'25 15-Aug-26 1.372人

ガーナ ‐476●33

世界銀行【WoHd Bank】

(■年度終了●案に係る支援金口整饉)
-355101農村部における乳幼児と妊産嬌

の食習慣改善事彙

373.668 丼川襲菓株式会社
生計向上プログラムを重した経

済的自立支援事彙(THRIVE

2030)

30‐ Sep-30 148.752メ、

THRIVE 2030は極産の貧国にある1(XO万人の人々が賛国の違饉を晰ち切り.そこから抜け出すことを目様に、2億

75()(万米ドルの資金により11カ国で活動実施。世界中のパートナー・支援者からのご支援て行うもの.極まの資困

状況にある家族が自信を取り戻し、貯書グループをヤリ、市場知凛を得、資金を増やすトレーニングを受けて、生計を

向上するプログラム。グアテマラ、ホンジユラス、ベトナム.ガーナ、ケニア.マラウイ、ルワンダ、セネガル、タンザニ

ア.ウガンダ、ザンピアの11カロを対■.

ガーナでは資金調達の加速により.1万 6.2(4せ薔が新たにTHRiVEに ,加登録した。

ガーナ
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目 名
【資金】支饉饉

螢

“

全

目珈合計

プロジエクト名 合計 ドナー名
助咸金 事金

【枷責】支饉饉

晏薔全    事全

東欧・中東地域

アフガニスタン ■64,155´
'3

ゴール州の航弱な世帯に対する
現金給付を通した緊急奎■支援

‐918.,92 ‐918.'92
国連人道問題調整事務所【UNOCHA】

(過年度終了事業に係る支援金調整額)

バギス州における緊急食料支援

(2023年 ～2024年度) 1.086.952 3.245.34フ 4.332.フ 99
国連世界食組計画【WFP】

(過年度終了●彙に係る支援金調整額)

バギス州千ばつな災者への保健
支援 i.325.730 1.825.730 国連人道「・野題調整事務所【UNOCHA,

バギス州

本事業は.バギス州干ばつ被災地で増加する保健ニーズに対応するため.2つ の移動保健茉養チームを配備し、保

健施聴 力所での継線的な医療サービスを確保することで.支援が届きにくい地域の保健医療アクセス拡大を目的とし
ている.具体的には、医療サービスの提供.伝染病の予防と管理.教命に不可欠な保健・榮養サービスヘのアクセス
拡大.感染症以外の疾患管理.必要な医療物賣の提供.精神屎健

"い
理社会的支援.および予防接種を実施した。

33.018,、

ベラート.ゴール州における水衛
生サービスのアクセス改善●彙

28.548.223 2.338.653 30.386.876 国連人道間露調整事務所【UNOCHA】

ヘラート州・ゴー
ル州

本事業は、ベラート州およびゴール州の脆弱なコミュニティを対象に.安全な水・衛生施設.衛生教育を提供すること
で生活燿境を改善することを目的とし、水供給システムの建設・●●、家庭用トイレの建設。,卜復、コミユニティでの働
生促建活動や子ども向け教育プログラムを提供する.

20‐ 4ヽ8■ 25 1,‐ M8■ 26 24.ooo人

フアーリヤープ州の予ばつ被
災地域における命を守る水・
衛生サービスの提供 `7.422.958

1.044.159 18.467.117 国連人道問題調整事務所【UNOCHA】

フアーリヤープ
州

本事業は、フアーリヤープ州の干ばつ被災コミュニティを対魚に、安全な水と衛生サービスを提供すること
を目的としている.具体

`う

には.綸水施設の修
"新
設.衛生委員会の設立、衛生促進活動や研修の実施を

通して.地域の水管理籠力と衛生習慣を強化する。また.気候交勁への対応やコミュニティのレジリエンス
向上にも貢献する.

1‐りul‐ 25 31‐ Dec‐ 25 0997人

バギス州およびゴール州におけ
る食料配布および現金給付事業 15.244.338 1.376.,74 53.403.046 70.024.353 国連世界食■計画【WFp】

バギス

"、

ゴール
州

深刻な食料不安が続いているパギス州およびゴール州において詭弱な世薔を対,とした食料配布および現金綸付を
実施した.また、妊娠中・授乳■の女性とる‐5,ヵ月の子どもなど脆弱性の高い、食料不安に直面する世帯に対し、食
糧支饉と並行して毎月の予防的業姜補助食を提供した.

1‐ SeO‐ 24 31‐ Au8-25 10.161人

アフガニスタン学校奎綺支撮事
彙(マイルストーンプロジェクト) 37.472.144 37.472.144

ゴール州

本事業はアフガニスタン国内でも取り残され困窮する地域の一つであるゴール州において.子どもたちの継続的な通
学と.効果的な学習の促達、そして読み書き・計算など

=礎
学力の定着を目指し.学校の技舎建設、水衝生設歯の奎

書、学校備品の提供を,う。
1‐りun‐ 25 31‐ Mav‐ 26 301メ、

アフガニスタン東部地震被災者
支援 2.06S.461 2.065.461

クナル州・ナンガ

ルハル州

2025年 8月末に発生したァフガニスタン京都地震により、84.OOO人 以上が被災し、被害が広範囲にユんだ.被災地
域において、保健・栄姜.食料・生計.子どもの保護、緊急シエルター・趣冬支援、水・衛生分野で統合的な支援を晨
開.巡回医療チームによる外儡・母子保健・榮姜治療φ提供、衛生キットや浄水露配布、子ども向けの心のケア、安
全な水の供給、晨葉・薔産支援.現金給付などを通じ.地

=住
民の保護と■厳を守る活動を行っている.2025年 9月

～2026年 3月 の6か月間で、59.020人への支援を
=1画
している。

1‐ Scp‐25 31‐ Mar‐ 26 59.020人
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目 名
【責全】支援薔

姜託全
プロジェクト名

開始 曰

国別合計

合計 ドナー名
助咸金 募金 姜

“

II■
,支■●

■奎

東欧。中東地域 (続き)

イラク 69`65,089

ジャバン・プラツトフォーム【,PF】

(過年度終了事実に係る支経金調整観)
‐1.580,9,3-1.143.941

モスル西部における象書と子ど

もの保護支援事業2

ジャパン・プラットフォーム【」PF】7.699.2312.8る 0.721
モスル西部における教育と子ど

もの保護支援事業3
4.838510

7-Ajt-24 31‐」ul‐ 25 96iメ、モスル西部

イラクのモスル西部の小学校6校において.適切な教育の機会を失つた子どもたちが.教育を僣続できるようこ礎学

力の向上を図るとともに.教育関係者が甍切かつ効果的に学校・授彙運営ができるよう支援した。また、脆弱な立場

に置かれている子どもたちが僣別のニーズに応した支援を受けられるよう.学校とコミュニティにおける子どもの保護

のメカニズムを強化した。

国連開発計画【UNDP】52262.73952.262.739避盤民帰国者と地域住民の社会
経済的再統合

28‐ Fcb‐25 1.013'、S‐ Feb‐ 24
アンパー、こナ
ワ、キルクーク.
サラハッディーン
州

本事業は、女性を中心に.選難民キャンプからの帰選者や地域住民など、特に支援が必要な人々の生活再建と心の

ケアを目的としている.4o日 間の労働対●型支援や綸彙コ1律 .起泰支援を■した生計支援に加え、口別相談などの

こころのケアも提供。さらに.専門センターの体復嘔 営や人材育成を行い、地域の支援体需を強化した。2025年 2月

末まで事業を■■し、マニユアル整備やスタッフ研棒も実施した。

国連開発計画【UNDP】,.190.7732.822.7,76.367.976イラク・キルクーク県晨彙雇用促
進事業

86人31‐ Dec‐ 25

イラク・キルクーク県では.気候交動や紛争の影

'に
より農業の生産性が低く、持続可能な生:十と食料安全保障が課

踵となつている。本事業では、0晨葉局●員への技術・経営研修(ToT).②晨家への気候対応型農集・ビジネス研

修、③晨家に対する事業計画によづく小規模助成金(平均3.500来ドル)の提供と専門嫁による伴走支援を通して.地

摯の農彙とアグ(,ビジネスの再生を目指している.

キルクーク県

国連開発計画【UNOP】1.893.3391.3,3.339

ニナワ県カタフーナおける平和と

安定の推進 (A‐ Pる S)プロジェク

ト

450人1-sep-25 14‐ Sep‐26
ニナワ県

イラク北西13ニナワ県シンジヤール地区カフタニアにおいて、平和構築.生計再建、トラウマケアを最して地城
のレジリ

エンス強化と持続可能な平和を促進する。若者・女性・,遺者など腱蒻層を対■に、生計支援研修と綸●金、MHPSS

(精神保健り心理社会的支援)サービスを提供し.経済的自立と貧困脆弱性の低減を回る。さらに、コミ
ュニティ主導の

対話を通して社会0ヽ結束とガバナンスを強化し.住民主導で和解と信饉関係を醸成します。これにより、特続的な安

定と包機的な復興に貢献する。

129,127,111ヨルダン

外務

`NGO連携彙償責全協力69.34,.52710.223.1465'.126.381

イルビッド県におけるお弱層に向
|サた初等・中守教育の就学・学習

支援体制強化事業3

3‐ ,un‐ 25 8.706メ 、4‐」un‐24

ヨルダンのイルビッド県において.難民や障害を持つ児童.不就学児童を含む学習に困難を,える子どもたちが公立

学校での就学を再

'1・

継輌できるように.モデル校として選定された4校において、現地政府より要請があつた2科 目

(ライフスキル向上・英語)の補習授業とリファーラル支撮を提供した。また.対象校12校で腱弱層の子どもたち
へのイ

ンクルーシブ教育を実施した。さらに、モデル校4校で学校運営委員会を強化し.その知見を周辺の8校や県教育鳥と

共有することで.腱弱目の子どもたちの就学を支怪する学校システムを構築した。

イルビッド県

外務省

NGO連携無償資金協カ59.777.584る.606.590
アンマン県の難民・ホストコミュニ

ティにおける幼稚園」 学ヽ校での

インクルーシブ教育促進事業

15‐ Mar‐ 26 10.303′、16‐ Mar‐ 25

ヨルダン国内最大の難民・障害者人口を抱えるアンマン県で.幼確固4崚 ′1｀学校フ校において、子どもたちが障害の

有無や日籍にかかわらず.学習を経続することができる体制構築を目指す.校合修

“

り リヽアフリー化.教村の提供 .

陣書の早期発見・薔切な早期支援およびインクルーシブ教育実践に係る教育従事者の能力強化.子ども繰 護者や

地域住民への啓発活動、対象校間における連携強化の取り組みを実施している。

アンマン県
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日 名
:責全】支饉■

晏屁全

口別合計

プロジェクト名 合計 ドナー名
助成金 事金

【鮨責】支臓饉

姜

“

全    =金

東欧・中東地域 (続き)

シリア 122.213,695

シリアにおける教育支援事業 ‐587.968 ‐3.0(X:).357 ‐8.588.325
ジャ′`ン・プラットフォー′、【」PF】

(過年度終了事業に係る支援金調整額)

シ「,アにおける教育支援事実2 355.549 ‐11.,35.196 ‐11.57,.64フ
ジャバン・プラットフォーム●PF】

(過年度終了事業に係る支援金調整螢)

シリアにおける緊急下の教育事
業 13.227.634 ,3.227.634

国連人遺「ol題調整事務所【UNOCHAl

(■年度終了事業に係る支援金調整額)

シリアにおける教育支援事業3 31.11,.900 14.781.685 45.901.585 ジャバン・プラットフォーム【りPF】

シリア

本事業対象地域は.長期によぶ紛争ならびに地震の影響により、子どもたちの安全に学べる学習環境へのアクセス
が不十分である。本事彙は、現地提携団体と協働し.学技及び保護者会(PTA)の 運営支援、子どもたちのための心
理社会的支援活動.また、教議員を対象とした研修を実施した。更に.事業期間を8月まで延長し、夏期休瑕中の児
童労働等のリスク抑止、および子どもたちの成績向上の目的で重期講習を実施した。

2‐ Sep‐24 31‐ Aug‐ 25 809人

シリアの帰選民受入地域におけ
る教育支援及び子どもの保護事
彙

434.160 434.160 :t r , ;> .J,tl2t- l,UpFl

シリア

シリア国内て帰遺民の多い地域の公立学校を修繕・増設し、子どもの保護や教育に関する啓発及び研俸等を
行なうことで、子どもたちに安全な居場所を提供するとともに.公立学校における贅の高い教育環境へのア
クセスを改善し.子 どもたち、保護者.教育関係者を含むコミュニティのレジリエンス を高める。

1‐ Sep‐25 31‐ Aug‐ 26 1.335人

トルコリ タヽイ州サマンダー県の
地震被災地域における野菜バ
リユーチ■―ンの活性化事業

9.130.572 481.941 ,.612.513 国連世界食糧計画【WFP】

トルコ ハタイ州
サマンダー県

本●葉は、野菜′`リユーチエーン関係者の生産能力を回篠できるようにし.ハタイ州サマンダー県の地震被災地城に
おける地元野菜バリューテェーンの活性化に貢献した。具体的な取り組みは以下の4つの項目をE災前の水準に回
復させることを目指した.1■細晨象の野菜生産■.2.農秦協同組合の組合員へのサービスレベル、3.農彙関連事業
者の事業運営と,薬製品の需要レベル.4事業

`加
者の市場の2知度やネットワーク.※受益者数 66人は支撮饉

全体におけるWV」の支援が占める割合に基づき算出.

1‐ Ma「24 31-Aug-25 66人

シリアにおける脆弱なコミュニティ
を対象とした食料および榮泰支
援事彙

3.223.692 688.487 9.991.889 13.904.068 国連世界食彎計画【WFP】

シリア

シ1,アの難民キヤンプおよびホストコミュニティにおける詭弱な世薔約15.00o世キを対象に、食料配布および現全綸
付を行つた。また、6か月から2歳未満の榮養不良の子どもを対象に宋姜不良の予防と治燎のための腱贅ベースの栄
養補助食品を提供した。くわえて、妊娠中および授乳中の女性を対象にデジタル・クーポンを配布し、必要な栄養が取
れるよう支援した.

1‐」ul‐ 24 31‐ Oec‐ 24 S.682′ヽ

シリア国内選難民のためのバン
製造にかかる補助金綸付事彙 688.487 688.487 口連世界食糧計画【WFP】

ンリア

国内避難民キャンプに居住する詭弱な人々が、事業期間を通して手頃な輌格のパンを継崚的に大手できるようになる
ことを目指す.地筆内の選定された12軒の地元のパンエ■を対

'と

し、本事案指定のパン販売業者が販売するバン
のSO%分 の費用を補助全として提供する。これにより、バンエ房は持饉可能な運営を維持しつつ.安定した補助●格
でバンを販売することが可能となる.

1‐ Jul‐25 31‐ Dec‐ 25 23781メ、

シリアにおける緊急下の教育事
業(2年次) 22.532.910 4.380.01フ 26.912.927 国連人道問題調整事務所【UNOCHA】

ンリア

紛

'の
長期化及び2020年のトルコ・シリア大地震の影響を受けた地域では.教育資濠の不足、教室の過密.暖湧な

ど冬季支援の不足、教員不足等の課題がある。本●彙では学校の運営支援.教颯員の研修、冬季支援、学晋のための現金綸付.教科書の印刷.学校菫営委員会及び保護者会の運営支援等を通して.子どもたちの質の高い公教育へのアクセスが改善するよう支援を行なつた。

30‐りun-25 1.689人

シリアにおける緊急下の教育事
業(3年 次) 23.260.837 1.893.039 25.154.176 日連人道問題調整事務所【UNOCHA】

ンリア

紛争の長期化及び2020年のトルコ・シリア大地震の影響を受けた地域では.教育資ヨの不足.教室の過密.暖房な
ど4季支援の不足、教員不足年の課題がある。本事彙ては.学校の運営支援、教崚■の研修.冬手支援.教科

=の印刷.学校運営委員会及び保護者会の還営支援等を通して.子どもたちの質の高い公教育へのアクセスが改善する
よう支援を行なつている.

31‐ Dec‐ 25 1.679人
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口 名
【責全】女撮●

晏籠全

口

"合
計

合計 ドナー名プロジェクト名
助咸金 3全

【枷贅】支援饉

■,t全     `奎

東欧・中東地域 (続き)

シリア(続き)

シリアにおける緊急下の教育

0案 (4年次)
国連人遺問題調整事務所【UNOCHA】

ンリア

紛争と地震の影響て教育資源・教員・冬季支援・障がい児支援が不足する地域において、50枚 を対象に学校

還営支援 (運営費支綸)、 教
=員
研修 (イ ンクルーシブ教育.子どもの保護.心理社会的支援等)、 冬季支

援 (燃料・ヒーターの提供).教材配布、学校運営委員会・保護者会支撮.障がい児への補助具の提供を通
して、安全で貫の高い教育へのアクセス改善を図っている。

1‐ Sep‐25 31-Aut'26 S.511人

シリアにおける母子保健 .榮養支
援事業

3620.047 3144.244 3.964.291 国連児童基金【UNICEF】

シリア

シリアにおいて、母子の命をするための保健・栄養物■支援事彙を実施.0保使・榮姜補助食の提供、②パートナー

との連携強化.e安全かつ,加型の支援体制の構築を目指したが、UNlCEFと0契約●■名の選延や.受領した榮

養補助金の有効期限が非常に短く大半がlヵ月以内に期限切れとなつたこと、さらに事業期間中に新たな物資の受領

がなかったことなどの課題に菫面し、当初予定していた栄養補助食の提供が出来なかった。なお、支援物資の配布に

は至らなかったものの.現地事業実施のための調査.運営・管理コストは発生している.

30‐りun‐ 25 0人

153,949,390レ′くノン

14.661.111 ジヤバン・プラットフォーム【」PF】4.981.3929.6フ 9.719
レパノンの提弱な立場にある

紛争被災者への緊急食■支援
事業

14.085人17‐ Mar-05 16‐ Apr‐ 25

本事業地では武力衝突の激化と経済危機.気候変動の影響が■なり、多数の国内理難民が発生し、インフラも大きく

崚壊された。その結果.深刻な食糧不安状況に陥る人々が急増している。本事彙は、最も壼弱な立嬌にある2.817世

帯に対し、米・レンズ豆・野菜缶詰・食用油・砂精などの食料パックを提供し.遇切な時期に+分な食種ニーズを満た

すことで.食■不安の軽減にも寄与することを回つた。

レパノン

30.940.657 国連人道問題調整事務所【UNOCHA】1.721.2182,.219.439ナバティエ県および南レバノン県
における緊急食料支援●業

2.35,メ、28‐ Feb‐ 26

レパノン南部では紛争の影●を受|十た人々のために、食料
。現金支援の分野で支援を,っ ている.具体的に

は、0食料・現金支援の提供、O地城共同体への多目的現金支経の実施、0地元機関との連携による対黎者の

特定と調整.0安全かつ専饉ある支援の提供とモニタリングを通じて、饉しい状況でも人々の事らしと●盤を

守つている。

ナバティエ県およ
び南レパノン県

国連世界食糧計画【WFP】104.216.フ 004.530.18998.516.083 1.1フ 0.428

ベッカー県り ―`ルベック・ベルメ

ル県におけるシリア難民への現

金およびレバノン人世薔に対す
る食料支援事業

28‐ Feb‐26 7.870人
本事彙は、レバノンのベッカー県とパールベック・ヘルメル県において.シリア難民(51.542世帯)への現全綸● (電子

マネーを使用).および、レバノン人世帯 (5.315世帯)を対象とした食料パッケージの配布を実施し、脆弱な世帯の喫

緊の食料ニーズに対応している。

ベッカー県り 一`
ルペック・ヘルメル

県

4.130.9224.130.922中東大道危機 (レバノン)

30‐ Sep‐ 25 352.377人23‐ sep‐ 24
レバノンでは紛争の影響を受けた人々のために、教育・食料・水・衛生の分野で幅広い支援をlrつた。具体的には.1

安全て包掻的な教育n■の菫喘と学習支援、2食料・現金支援の提供.③地域共同体への,3かい食事や食料バッ
クの提供.C)安全な水の確保・綸水施設の修復・衛生用品の配布、(5'心のケア支援

レバノン
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口 名
:資金】支援薇

姜

“

会

園

"合
計

プロジェクト名 合計
助咸全 事金 募金

【物資】支援螢
晏託金

ドチー名

7日

東欧・中東地域 (続き)

日本

ウクライナ 63,834.58,

モルドバにおけるウクライナ盤民
のホストコミュニティを対像とした
現金綸付事彙

59.473.988 1.606.る S3 61.080.641 国連世界食燿計画【WFP】

モルドバ

ウクライナ難民を1週間以上受け入れているモルドバのホストコミュニティを対象に.事彙全体として15.461世帯に現

全を給付した。また.3736人を対象とした籠力強化研修を実■した。
×受益者数 1.662人 は支援額全体におけるWV」 の支援が占める割合に基づき算出.

1‐」an‐ 25 31‐」ul‐ 25 1.662メ、

ウクライナ危機対応プログラム 2.753.948 2753.948

ウクライナ.ルー
マニ7.モルド′ヽ.
ジョージァ

2022年以降.2025年つ月末の時点で、ウクライナと周ユロ 〈ルーマニア.モルドバ、ジョージア)に て、教
育や0の ケア、現全支援、生計支援、冬季支援などを通して、約227万 人 〈うち子ども103万 人)に支援を届
けた。ウクライナでは20州 で選難民や地域住民に緊急支饉を実施.ルーマニアで約35万人.モルドバで約51
万人、ジョージアで約4万人に支援を提供し、子どもと欧族の安全と生活再建を支えている。なお.モルドバ
での支援は2025年 6月末て終了した。

1‐ Oct‐23 30‐ Sep‐ 26 2.2フ 5.04フ人

中東地域事務所 4.130,922

中東危機対応 4.130.922 4.130.922

西岸地 区

2023年 10月 以降、西岸地区では畢力と移動制限が深刻化し.生活・医療・教育に大きな影響が出ている。救助隊ヘ
の消火箸や教急キットなどの物資の提供、食事配布.0のケア、診燎所への医療署材の提供・保守研惨.学校安全
対策などを通じ.地城住民の保護と■饉を守る活動を行つている.2020年 以降iO月 末時点で502.000人 に支援を届
けた。

8‐ 0(t-23 30‐ Sep‐25 582.000人

日本 70,987,158

曰内子ども支援 36.798.104 36.318.104

日本

日本国内で生活困窮年を背景とした権利長害・様々な0会剥奪にさらされている子どもたちに.食・学び・遊び等の機
会提供(他団体への助成全提供及びWV」の居場所運営.入学お祝い金等の直接的支援を含む).子どもの権利の
普及・啓発等に取り組んでいる.環在のプログラムはFY23～ 25の 3年間で計画しているが.Fγ26以降の中長期戦略
を策定済みであり.今後も継続・発展する予定.

1-Oct‐ 24 30‐ Sep‐25 4,95人

能登半島地震緊急支援 34.148.454 20.600 34.169.054

石川県

令和6年能奎半島地震(2024年 1月 1日 発生)により披災した石川県全沢市・t尾市・輪島市年において、子どもを中
心とした地域の篠旧・復興支援に取り組んでいる.緊急物資支援.学校竿再開支援、子どもの道び場 (チヤイル■フ
レンドリースペース)運営、心理的応急処置(PFA)研 修の提供等.支援期間は2025年 6月 末に完了した。

30‐」un‐25 5.60フ メ、
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口 名
【資金1支援ロ

晏

“

全
プロジェクト名

日,合計

合計 ドナー名
驀金助咸奎

【枷贅】支援饉

●饉全    事金

その他

詭コな自々におけるマルチセク

タープログラム(Nexus

Accelerated Fund)

24.フ 85.532 24.785.532

アフガニスタン、中
央アフリカ.コンゴ

民主共和国、イラ
ク.レ ′`ノン、マ

リ、ソマリア、南
スーダン、スーダ
ン、シリア、ベネズ
エラ

本プログラムは.2017年 以降の活動をもとに、2025～ 2027年 に11カ国・的160万 人を対象に支援を行う計口であ

る.紛争や災害で困難な状況にある人々に対し.「緊急支援」「生活再建」「長期支援」の3段階で、晨業、栄姜.水、医

療、子どもの保護などを地域の状況に応じて実施している。

30‐ Sep‐27 1.5,9.843'、

緊急援助基金 41.184.191

グロー′`′レセンター運営管理費 89.554.946 89.554.946
パートナ~ンツフ事務所・諸専目的機能・
地域統括事務所の運営管理費等

Sp以外の募全・公的資金

合計
646,101,3● 2

|

|

■3れ3″

“
|

6フ4,877.039

|

|

鎮 350,∞ 11 V3,0`6,72ア

~~]

脚

|

フ,978.728人
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Ⅳ。2025年度 マーケティング第 1部・第2部 活動報告
(2024年 10月 ～2025年 9月 )

1.今年度の方針・目裸
(1) レ ン プ 94

期末支援チャイルド数 :52,210人 (純増数 :‐ 2,318)

(2)その他募金・寄付金収入額:1,220百万円

ユ」墜続プ222豊塾菫豊笙7百万円 (プロジェ外・サポーター等)
期末プレッジ数 :13,219人 (純増数:+3,407)

二五艶遺』喧型L盪重2■3百万円

2.活動概要と成果 (詳細別添資料 p.15～ 18ご参照 )

(1)二量型」主丞」≧土
=主
笠ゴ上入額 :2,806百万円(目標達成率:100%)

支援チャイルド数:51,499人 (純増数 :‐3,156)

(2)その他募金・寄付金収入額:904百万円(目標達成率:74%)

2L幽陽121Ll墾21L△.盤■2互亘万円(目標達成率:91%)(プ ロジェクト・サポーター等)
プレッジ数:11,368人 (純増数:+1,555)

ユ智塁菫墓全塾墜週置662百万円(目標達成率:69%)

(3)二主こと壁必五主
`型===≧
£2[ム1」ュ:クリスマス・キヤンペーン含め鑓埋壺込数」ヾ堕生二日盤宣下

回り、支援チャイルド数も減少した。その中で、Chosenの アプローチにおいては、申込みが増え

てきている。圧重壺菫壁菫!圭i菫堂:壁:墜:慶!贅

`ヨ`Li立

しており、6年ぶりとなる支援地訪問や対面イベン

ト実施等、サービス活動を拡充した。一方、昨今のクレジットカード決済セキュリティ強化がキャ

ンセルのリスクとなつており、必要な情報更新の確実な実施に向け、信頼向上と手続きの簡易

化に努めた。

(4)その他募金・寄付金収入のうち、墾壺|プ.レッ盪堂 (紛争等による脆弱国・地域を支援するプロジ
エクト・サポーター等。支援金額も選択可能)は整血墜壺壁上I壺望望笙」國塁皇込遡L主主≧±」レ数
とも目標に達することができなかった。当面はSPによる支援拡大に注力しつつ、引き続き不安

定な世界情勢により増大する支援ニーズに応えていく。

(5)童[』塞菫全においては、上期主要アピールであるクリスマス募金においてはキャンペーン期間中

に115百万円を超える支援をいただいた(申込みベース)。 3月 実施の国内子ども支援募金アピ

ールに対しては目標を超える支援をいただいた一方、6月実施の難民支援募金は目標に届か

なかつた。なお、ミャンマー中部地震発災時には、即座に緊急支援アピールを実施した。

(6)直蟹壺壺聾曇企圭:支援者ニーズに合った個別のアピール・対応を継続している。特に、1ロ

100万円単位で特定事業に対する支援を募るアピール等に対して、多くの支援をいただいた。

(7)より多くの日本の方々が世界の支援ニーズに興味関心を持ち、ともに支援を続けられるよう、

国豊 雖ユIコ=墨2fコ」」望≧コ [1二塁墜週上を持つていただく活動を強化した(メディアアピール・団

体ホームページ(HP)改定・SNS発信・グローバル教育など)。

課題と今後の取り

(1)ニヤイとビ・スポンサーシップ:潜在支援者層を十分に意識しまこ2型コ上型聖困塾菫策の強上、
ChOSen(チヤイルドが支援者を選ぶ新しいSPの始め方)アピールによって、五規皇込数⊇回色

者の高い継続率の盤持向上のために努めるュまた、既存支
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子をデジタル4■で奎
=伝
える支援者ポータルサイト(支援

=専
用ホームページ)を .開始・運

用できるよう取り颯む。カード奥済セキュリティ強化の影手を最小限に曹ある。

(2)=蝉 二童世」赳四△:ますます不安定に
“

せ昇情勢により増大する支援ニーズ(特に腱

祠日・地燿や織民支攪)に0えるべく.アピールを継綺する.都産事全に,知いただいた方に.

饉崚支援の機会を積極的にご綱介する.

(3)薔菫
=燿
重二企菫に対しては.世界の支援ニーた 綺まえつつ.支援者ニーズに合つた日別の

アピー′レ対応を経綺する。■●・相籠からの書付案内を積薔的に行う。

(4)団体HPの改定完遂・メディアアピール・SNS発信・グローバル教育など、世界の課題・ワープ2ビ・

ビジョン(WV)の 活動・Wに 興味関心を持ってしヽた 活 動を強化する。

(5)菫盟整壁イベントの基謝E:潜在的支援者層を対象に、途上国の子どもが水を得るために歩く平

均距離である6キロを実際体験するイベント実施等、これまで支援に参加していない層との新た

な接点を創出する。

くマーケティング第1部>

1.今年度の活動方針

(1) 新規支援者の獲得 (チャイルド・スポンサーシップ)

追加支援等広告外含め、獲得を堅持する。年間申し込み獲得数を達成する。

(2) 新規支援者の獲得 (プロジェクト・サポーター)

紛争などにより脆弱な状況におかれた子どもたちを支援するプロジェクト・サポーターの獲得を

強化し、継続支援者を拡大する。

(3)広告を用いて新規支援者層を広げるために、潜在支援者層の絞り込みを行い、2知全|ら i=握

虫込壺三二の五五盗生登。自団体が保有するツール(オウンドメディア)を通した情報発信・広

告・メディアアピール等を通して整重重:」量査昼L:二重」塵:』菫三二る。特に自然災害発災時等には、

都度募金のアピールも積極的に行う。

(4)広告やSEO(サーチエンジンオプティマイゼーション、ウエブ検索時表示結果の最適化)などの活

動を通じて、自団体のウエブサ イ 訪れる人々に、必要な情報を提供すると同時 | 支ヽ援や参

く

卜|

加盗但立三壁盆菫盤立る。これにより、新たな支援者を増やすことを目指す。また、情報提供を

通じて、訪間者が支援に興味を持ち、行動を起こすきっかけを提供する。

(5) グローバル教育 日本の学校を通した生徒や子どもたちへの啓発)の活動を公立学校を含む多

くの学校へ拡げより多くの子どもたちに知ってもらうきっかけにしていく。また生徒や児童だけで

なく、保護者にも情報を届けられるよう工夫を行う。

(6) メディアアピ―ルを強化し、潜在支援者層にアプローチすることで、WV検索数と団体HPへのア

クセス数を増やし、流入数を上げ、認知を高める。また、緊急の災害が発災した際、支援活動と

同時に素早くメディアヘのアピールと募金募集を開始し、認知度の向上と収入増につなげる。

2.活動の概要と成果

新規支援者の獲得(チャイルド・スポ ―シップ)

11‐ 12月 にクリスマス・キヤンペーンを実施し、期間中に1,249件のSP申 込みをいただいた

(追加支援含む)。

二大媒体であるlVでは厳しい状況が続いたが、デジタル媒体においては、Chosenの 取

0

(1)

●
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り組みを通じて、申込数が増加した。ターゲット層を明確にし、アプローチを行うことで、成

果が表れている。

(2) 新規支援者の獲得 (プロジェクト・サポーター)

0 紛争や自然災害など緊急の支援ニーズをタイムリーにアピール内容に加えることにより、
特に街頭でのアピール活動(F2F)において多くの申込みをいただいた。後半期において

は、デジタル施策によっても申込数が増加した。

(3)認知なら:菫握虫込墨までの流れの壁立透 在支援者層への発信強化

ウェプサイトの改善・強化並 ム数や動 化 )

O SNS等で強い発信力を有する方々(インフルエンサーやユーチューバーやセレプリティ)と
協働し、世界のニーズや支援意義等をわかりやすく伝え、発信数やリーチ数を伸ばした。

● 団体 HPの流入者が必要な情報を得られ、かつ申し込みしやすい HPとなるよう改定した。
(4)2口
=バ
上基宣 (日 本の学校を通した生徒や子どもたちへの啓発)の取り組み

● 講師派遣や事務所訪問受け入れを通し、前年度を超える人数の子どもたち・学生に世界の
子どもたちの状況等を伝える機会を得た。また、子どもたちの夏休みに合わせて企画した

サマースクールでは、これまでで最も多くの参加者を迎えることができた。

(5)メディアzピールの強化

● 時宜を提えたアピールを行い、特にデジタル媒体を中心に、記事掲載件数が増えている。
また、BSNHKテレビにてChosenの 活動が紹介され、社会的な関心も高まつている。

.課題と今後の取り

(1) 新規支 者の獲得 (チャイルド・スポン プ)

0 潜在支援者層の設定・定期的な見直し・理解深化に努め、その層に合わせた媒体選択と
訴求メッセージの工夫を続ける。

● Chosenを通して新規支援者を拡大する。デジタルでの取り組みを強化する。特にデジタル
では認知から支援申込みまでの流れ創出にも取り組む。

(2) 新規支 の獲得 (プロジェクト・サポーター):

● 引き続き緊急性の高い支援ニーズをアピールしながら、F2F活動を拡大するとともにデジ
タルの強化も図つていく。

(3)認知査ヽら支援生込みまでの流れの確立、潜在支援者層への桑信強化

0 認知から支援申込みまでの一貫した流れを意識した発信を行う。
● 発信力の強い外部協力者 (インフルエンサーやセレブリティ)のWV活動理解や関係深化に
努め、キヤンペーン等WVの活動時期に合わせて発信を強化できるよう取り組む。

(4) ウェブサイトの改善・強化 (流入数や 線の強化)

● 改定した団体HPにおいて、今後も流入者の動きを理解しながら継続的に改定を進める。
● SEO(ウ ェブ検索時表示結果最適化)対策を強化し、団体HPへの流入数増加につなげる。
(5)グローバと教育 (日本の学校を通した生徒や子どもたちへの啓発)の取り組み

● サマースクール参加者等、今年度つながつた方々のフォローアップを引き続き行い、支援
への参加に繋げていく。

メディアアピールの強化

来年度開催の団体のイベントやキヤンペーンに合わせて、メディアからそれらの情報を発信

されるよう働きかけていく。また、国際的な出来事に合わせた発信を引き続き行っていく。

(6)

●
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くマーケティング第2部>

1.今年度の活動方針

(1) チャイルド・スポンサーシップの継続率維持向上 : 引き続き支援直後のスポンサーと支援AP終

了を迎えるスポンサーを中心にサービスを拡充する。支援者ポータルサイト(支援者専用ホーム

ページ)改善やアプリ開発を進めより適時にチャイルドや現場の様子を伝える。

(2)笙壺:菫曇菫星上塾蜃塾曇二国二=2とコ塑國=:支
援地(紛争等による脆弱国/地域含む)の状況・

ニーズを既存支援者へお伝えし、募金協力への働きかけを継続する。また、募金者への報告・

サービスの拡充とともに、プロジェクト・サポーター等の継続支援アピールを強化する。

(3)宣菫」:聖:[』:型i肇む生」途」塾彗拠21=左 :高額支援者層からの支援拡大に向け、支援者への個

別対応(感謝、特別な報告、ニーズの説明)を強化する。また遺贈・相続からの寄付案内を積極

的に行う。企業との連携を強化し協働の幅を広げる。

(4)菫援星:塗:塑:=(ヨ≧:22Liヒ :Z量:=し!壁:≧」L理LI!童:2`互:L`Z墾!墜:塾21星盤 :

日々寄せられる声に真摯に向き合うとともに、より多様なご支援者や問合せ者に対応できるよ

う、業務の効果効率の向上に取り組む。また、事務所でのポランティア活動を拡大する。

(5) マーケテイングン ステム (分析、WEB、 支援者管理システム): マ―ケティング両部横断的な分

析、成果把握、提案を拡充する。特に高額支援者層からの支援拡大、支援者ポータルサイト改

善、業務のデジタル化や効率化、新しい技術の導入をサポートする。

2.活動の概要と成果

(1) チャイルド・スポンサーシップの継続率維持向上

● カード決済セキュリティ強化に伴い、情報更新対応等が新たに発生したものの、期間二菫

けるキヤンセル数 |ま計画以内となった。

● 適時の情報提供を目指したサービス.のデジタル上の一環として、支援者ボータルサイト

(支援者専用ホームページ)改善のほか、チャイルドとスポンサーの交流(手紙、誕生日カ

ード)デジタル化を進めた。

● 6年ぶりとなるスポンサー互興 ア
=壺
■且」こ実施した(参加者 19名 )。 ルワンダの

3APを訪問し、事業視察とチャイルドとの対面交流を実施。参加者満足度の高いツアーと

なった(事後アンケートより)。

● 支援者向け対面イベント(Ⅵγ カフエ)を 5月 に東京と大阪で実施した(参加者128名 )。 ル

ワンダを訪問した支援者からの現地報告 (チャイルドとの対面等)、 交流会を実施し、参加

者満足度の高いイベントとなった(事後アンケートより)

(2)笙撞な重援1こと登並型l』ユニ
=Z≧
塁2対二 :

● 多様な支援ニーズに対応するため、各種募金活動を実施している。
>期 間中の主要アピールとして、2!12塁丞墓全皇』 _=上」ユ壼二どil菫』麗壷≧(■月_
～)、 難民支 募金 (6月 ～ )を実施した。クリスマス募金 (水・食糧支援)は多くの支援

が寄せられ、年間を通して「水と食糧のための募金」として個別のアピールも行つた。

国内子ども支援募金は、日標を上回る支援を得た一方で、難民支援募金は、日標を

下回る結果となったため、アピール期間や実施方法について改善を要している。

> 3月 末に発生したミ主ンマー中部地震に対する緊急アピールを実施した。高い現地支

援ニーズと国内の支援意向を踏まえ、広く支援を呼びかけた。
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● チヤイルド・スポンサーシップ追加支援アピールを継続している。特にクリスマスキヤンペー
ン期は目標数を上回る申込をいただいた。

(3)… 昼および企業豊透2饉■ :

0 個別の盛囲1報告Q拡充、主要募金アピール時の丁寧な個別ニーズ訴求に努めた。
0 1口 1(Ю 万円単位で寄付を募る「マ∠ルストーン・プロジェクト」募集を実施。アフガニスタン
での学校整備支援事業を対象とし、前年度を上回る募金をいただいた。

(4)菫援者ユ塵 (コ≧空クトセンター、_△金処理 )、 ポランティア機会の提供 :

● 繁忙期や特別対応が必要な時期 (クリスマスキヤンペーン、領収証発行)においても、間い
合わせ対応を遅延なく実施した。

● 翻訳・事務所ボランティアを新たに募集しSPにおける交流物 (手紙等)を迅速に送付した。
● カード決済セキュリティ強化に伴い、カード利用の支援者への情報更新依頼を強化した。

(5) マーケティングシステム (分析、WEB、 支援者管理システム)

● より多くの支援を届けられるよう、主要アピール時に、各課に企画提言を行う他、マーケテ
ィング収入の実績・見込みを試算し団体内に共有した。

0 チヤイルド・スポンサー専用のポータルサイトの改善・導入をパートナーシップと連携し進め
た(支援者管理システムとのスムーズな連結等)。

(6) ヤマザキ『ラブ・ローフ』募金 |こよる支援活動

山崎製パン株式会社、株式会社不二家、他の協力のもと、財団法人国際開発救援財団(FIDR)

との共催でヤマザキ『ラブ・ローフ』募金を以下のように実施した。

菫握曇塞豊:ウガンダ/マタンガチア小学校の環境改善事業

塞迦墓囮曇 2024年 10月 1日 ～2025年 9月 30日

童昼当理彗 ウガンダはアフリカ最大の難民受け入れ国としても知られている一方で、難民の半

数以上が暮らす北西部(西ナイル地域)は、国内紛争の影響も受け、長年開発が停滞している

地域である。本事業の対象校であるマタンガチア小学校は、西ナイル地域の居住地のひとつで

あるライノ・キヤンプ難民居住地内に位置しており、主に南スーダンからの難民を15万人以上抱

えている居住地である。難民の受け入れにより、児童数が増える一方で、環境整備が追いつい

ておらず、1教室あたりの児童数が平均 251人 (政府基準では 53人 )となつている。本事業で
は校合の建設、机・椅子・本棚の提供、学校運営委員会・保護者への研修を実施し、児童の学

習環境が改善された

課題と今後の取り

(1) スポンサ―シップ継続率 持向上 :

導入したチャイルドや現場の様子を適宣伝える支援者ポータルサイト(支援者専用ホームペー

ジ)の使用を開始する。ご支援者に有効活用していただくよう適切に案内をし、継続率向上につ

なげる。

(2) 多様な支 による途上国ニーズヘの対応

クリスマス水・食糧募金(11月 ～)等、主要アピールを効果的に実施し、募金目標額を達成す

る。。

(3)自題
=援
豊層上ょび企菫連修の拡充 :

支援者への個別対応(感謝、特別な報告、ニーズの説明)の精度を高め、適切に対応を行う。。
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V.2025年度 サポートサービス部 活動報告
(2024年 10月 ～2025年 9月 )

1.今年度の活動計画

下記(1)本文を主要な活動として継続しつつ、下記(2)以降にも注力して活動を行う。

(1)諸法令を連守し、説明責任を追及しながら、且つ、外部環境の変化の動向を的確に把握し、パ

ートナーシップと連携しつつ、引き続き適正、適切かつ誠実に、当」コ壁墨聾阻⊆堕i螢経里」:ヨ,菫

込座五珪菫五壺墾圭麓」量墨壺塁墜壺笠堕2L
(2)制度・仕組みの改善

① 必要な諸規則・ガイドライン等の改定及び目的に合致した効果的な展開(法令改正に準じ
た就業規則の改定、必要に応じて個人情報保護管理マニュアル等の改定 等)

② Wパ ートナーシップと協調した効果的な、ITインフラの置換・改善・構築と活用

③ より効果的なリソース配分のための、各種指標・分析等の見直し・展開

④ 採用活動のさらなる改善、人財像、評価・報酬制度の見直しの情報収集・準備

(3)人財育成 等

① 「やり抜く力」、より良いものを生み出す議論力向上等のための研修の計画・実施

② 団体内コミュニケーション向上のための機会の提供・促進・活用

③ スタッフー人ひとりの自律性・業務遂行力を高めるための機会提供

(4)クリスチャン・アイデンテイテイに根差したカルチャーの醸成(継続)

① 基本文書類の理解深化のための機会の継続実施と一層の改善

{5)キリスト教系諸団体等との関係構築(継続)

① グローバル教育教材、各種発信物を効果的・積極的に活用し、キリスト教系諸団体やそこ

に集まる人々との関係をより強化・拡大する。また、他宗教・宗派団体と定期的に情報交

換を行い平和な社会の実現に向けての協働を促進。

(6)ピアレビューの提言事項の対応を完了させる。また、RGA{地域ガバナンス担当責任者)と効果

的な連携,情報交換等を継続する。

.活動概要と成

(1)当部所事業務について、諸法令を遵守し説明責任を重視しつつ、またパートナーシップの取り組

み等にも可能な限り歩調を合わせつつ、適正・適切に遂行した。以下墜孟皿

0財務 :決算・監査、月次収支・見込報告(WV」 内・対 GC)、 三日豊艶区菫見通L笙定と五匡

策の検塾塾萱墜 2麹墾整 菫 等
0人事 :採用活動、インターン等活用、駐在員派遣・調整、スタッフケア、法定手続き 等
● 総務 :所轄庁への年次報告書提出(NPO、 認定の 2種 )、 理事会

,総会準備 等

● IT:lT環境の維持・整備、情報セキュリティの監視・啓発 等

(2)制度・仕組みの改善

● 法令改正等に準じた就業規則等の改定(12月 )

●パートナーシップと協調した lTインフラの置 ・移行 (継続中 )

● デジタル・ツール、情報をより有効活用した、分析・共有の見直し・円滑化 (継続中)

(3)人財育成 等
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遺贈・相続からの寄付案内を積極的に行う。

カード決済セキュリティ強化がされた上でも多くの方に支援継続をいただけるよう、支援者が前

もつて必要な情報更新を行えるような案内を行う。
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● 協働・共創を促進するための各種取組みの展開 (小グループ活用、全体会議、各種研修等 )

● 評価・育成会議(SDC)を活用し、スタッフの評価のみならず成長を促進する機会とするべく、

部課長が意識を高くもって取り組みを継続

0パートナーシップと連携したオンライントレーニングの活用、および外部リソースの活用

(4)クリスチャン・アイデンティティに根差したカルチャーの醸成 (継続)

● Day of Prayer(年度初日、メッセージ: リトリート(6月 、講師 :

テーマ「神の被造物との和解・共生」、於山崎製バン総合クリエイションセンター)、 部

署横断カルチャー醸成委員会等の継続により、各人がWVの理念・ミッションをジブンゴト化

していく機会となっている。

● 基本理念等の学び (毎月):年間テーマ「Christ at the Centre at a‖ timeS(すべての中心に

キリストを)」を意識しつつ、継続して学び、思いを深めている。

(5)キリスト教系諸団体等との関係構築

● 各種発信物、訪問・架電、各種会議・ネットワークヘの積極参加等を継続し、キリスト教系諸

団体 (ミッション系学校、教会等も含む)等との関係が広がっている。各種募金等に対しても、

教会関係者から多くの協力を得ている。

(6)ピアレビューの提言事項については、順次、適宜対応。

● 監査等委員会は定期的に開催、理事会にて個別事業の報告等を行い提言事項への対応

はすべて着手済。RGAとも定期的な情報交換を行っている。

(7)新事務局長就任に伴う諸手続きの履行。

3.今後の取り組み

下記(1)に掲げる主要業務を継続・強化しつつ、(2)以降の重点領域にも注力する。

(1)基幹業務の継続と高度化

● 諸法令を遵守し、説明責任を全うしながら、外部環境の動向を的確に把握。

● パートナーシップとの連携のもと、財務・経理、人事・労務、総務、IT、 法務、C/1醸成・対外

関係構築等の業務を、適正・適切かつ誠実に遂行。

(2)中 期計画 BH2030達成に向けたリソース配分と意思決定の強化

0 大胆かつ戦略的なリソース配分の実施の促進。
● 意思決定の仕組化と推進。
● 適時・適切な意思決定を支える指標・分析の見直しと可視化。

● 議論・意思決定におけるコミュニケーション活性化の促進。

(3)挑戦と変革を促す組織文化の醸成

● 「軸」を大切にしつつ、既存の枠にとらわれない新たな挑戦を奨励。

● スタッフの成長促進と組織文化醸成のための「場」や「機会」の提供・活性化。

(4)デジタル活用による価値創出とインパクト拡大

● セキュリティ確保を含むデジタル戦略の構築。
● AI等のデジタルツールの活用による生産性向上の推進。

(5)人事戦略の見直し :情報収集と課題抽出を通じた、人事戦略の方向性の立案。

(6)クリスチャン・アイデンテイテイ(C/1)の継承と体現

● 基本文書理解深化のための継続的な機会提供と改善。
● 対外発信・事業・外部連携・組織文化等、あらゆる活動において C/1体現を促進。
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I‐2.その他の事業

本年度は行わなかった。
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書式第 13号 (法第 28条関係 )

2025年 度 活動計算書 (その他事業が上登場合)
特定非営利活動法人ワール ド・ ビジヨン・ ジヤバ ン
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l.789.797.725
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生」亀_五」 L壷
2025年 9月 30日 現在

特定非常利活動法人 'ノール ド・ビジョン・ジャバン

科 || 当年度 前年度 増減

482,668,392
29,400

49,614,638
2,895,702
10,649,746
795,685
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559,923,820
0

76,371,792
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46

)3.621.861

―ツ

-353.607.385

-21,745,190

465,510
470,135
0

386.906.460

E=三二三二
=0



2.重 要な会計方針
(1)固 定資産の減価償却の方法
定額法による減価償却を実施し.償却額控除後の価額を表示している。

(2)引 当金の計上基準
賞与引当金 :

退職給付引当金
職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。
職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき.
当期末において発生していると認められる額を計上している。

(3)キ
革イ

`'1イ

;I][:1:露誓だ13を表饉 基及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預‐主丞 容易|に換金可能であり、
かつ.価値の変動 |こついて饉少なリスクしか負わない取得日から3ヶ 月以内に償選期限の到来する短期投資からなっている。

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

財務諸表の作成基準
「公益法人会計基準」 (2008年 4月 11日 2020年 5月 15日 改正 内閣府公益認定等委員会)を採用している。

(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み経理方式によつている。

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定書産の財源等の内訳は、次のとおりである。

固定資産の取得価額、減価償却
固定資産の取得価額.減価償却

1累計額及び当期末残高
累計額及び当期末残高は、次のとお りである.

当期末残高当期減少額前期末残高 当期増加額r」  口

50,000.00050,000,000
基本財産
普通預金

50,000,00050,000,000:|

189,468,401
865,000.000
625,086.903

25,891,008
745,000,000
617.508,632

20,608,415
1,057,000,000
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184, 185,808

1,167.000,000
571,281.014

特
[][‐ liil:l]1醤鷲拿産

1.669,554.3041.611,312.1881.922.466,852 1.388,399,640計

1.719.554.3041,388.399,640 1.641,312.188l.972.466.852合  計

(う ち負債 |こ ●ば

す る額 )
(う ち―穀正床財産
からの充当額)当期末残高

(う ち指定正味財産

からの充当額 )科  日

(50,000,000)50.000,000
基本財産
普通預金

(50.0()0,000)5().000,000′
1ヽ   計

〈189,468.401)
(855,(,(,(),000)

(625.085,903)

特定資産
退職給付引当資産
地域開発援助事業引当資産
補助金・助成金引当資産

(189,468.401)(855,000.000)(625,085, 903)
|ヽ  計 1.669.554.304

(905,000,000, (189,468.401)(625,085,903)l,719.554,304合  計

減価償却累計額 当期末残高取得価額科   日

8,530,338
8,457.115
7,714,981

17.105,679
30.835,141
50,642,159

8,575,341
22,377,726
32,927,178

建物付属設備
什 器 備 品
ソフ トウェア

31,702.73498、 582.979 63.880.245合  言+
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h 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は.次のとおりである_

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は.次のとお りである

内容 金 額

経常収益への振替額
目的達成による指定解除鐵 790,663,454

ム
ロ 計 790,663,454

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期 k,ヽ 高
θ)
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カ
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■■■に,11+ろ教

"女
授事業?

′
"■
■■■における教●支援1来 11
′,7の帰遺民受人地域における教●
支援及び子イ,o保護■来
スータ′危機国内建燿民´ヽの水●4.
策点対応事業
を
'ン
市
'`,―・州

における水衛4.
栞窓力だi事実
スー
'′
紅海liにお |す る木衛生支援

事業
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外務省
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6.092,568

80,041,730

72,251,795

5,829,157

100,362,977

85, 167,861

58,822,640

80,101.839

11,944.578

2.130,000

9,151.207

4,690.487
2. 130.000

35,480,846

6.511.295

62.805,632

78.499.717

99,832,786

99,971,742

30.120.334

87,273.867

33.529,949

47,243.861

53,301,618

28.070,438

12.190,834

20,000,000

30.000.000

317,900

255,483

2.939,600

342.856

ll,944.578

17.638,773

342.856

6,092.568

80.041,730

72,251,795

17,008,017

85.167.861

16,586,624

5.829,157

95,768,311

140,775

58,822,640

30,852.324

80,101.839

12,858.882

10.689,293

53,960,767

2,130.000

7,772,403

4.690,487
2,130,000
33,877.042

76.416

6.511,295

32.021.101

129,829

10,572,064

34,642.254

28.070,438

12. 190.831

20,000,000

404.626

317,900

255.483

2.989,600

49,946,750

67.810,424

45,872,019

69,122,418

12. 182,061

70.737,243

1.378,801

18.659,364

4,594,663

96.635,773

1.508,848

47.114.032

1.603,804

29,375,906

合   計 う71,281.o44 908.585,424 854.780,565 625,085,903

一般正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産
指定正味財産
指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

指定正味財産

一般正味財産
・般正味財産

一般正味財産

指定正味財産

一般正味財産

一般正味財産

一般正味財産
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キヤッンユ・フロ~計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引
現金及び現金同等物の期末残高は

'借
対照表に掲記されている現金預金勘定と一致している.

また、重要な非資金取引はない。

9.退 職給付引当金

(1)採用している退職給付制度の概要
確定給付型の制度として退職一時金制度を設けており、一部について中小企業退職金共済制度に加入している。

(2)退職給付債務及びその内訳

(3)退織給付費用II関する事項

事業費、16,891,978円 は啓発教育費に計上している。の .ll. 0

(4)退職給付債務等の計算の基礎に関する事項              _ ._
退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額から

中小企業退職金共済制度より給付される額を除いた金額としている。

189,468,4010退職給付債務

10退職給付引当金 189,468.401

C勤務費用 38,352,880

33,352.880② 退職給付費用
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滉金

立魯奎

未収全

前●費用

貯蔵品

前払全

新イ|:′ |千 iス |`1

'■
西 1女 |∴

新

“

1西 |1支 |11.

新
`:i内

・|ユ ||,

新ィ|:1● [文 1.1

新行:西 |1支 |.1,

新

“

,内 ]女 11,

航

“

il"|1支 |||.

新イli西 _,支 |∴

新″i西 I支 1,1

綺,i西 ll支 |,1

新 ,「西 :1文 11,

新
`|「

西 ll k11,

新ャ:西 liユ 11

新

"f内

.l支 |,1

新行i西 _1,11,

新li西
"支
11,

みすほ銀

`, 
新宿西日支 11,

みすほ銀イ, 新●西コ支 ,′ i
みす l■銀′, 新π西口文 ||,
みずは螢

`, 
新●西日支 |`|,

みずほ銀

`, 
新宿西日支 |′ ,

みずほ銀て, 新ll西「i支 |,1,
■(FJ銀7, 大久保女

"SSC信モ銀行 大 手町支 11,
西■、信用企■ 本田1道支 11,

配布用支●●贅

)ヽ ラオスオブ ′ス

1ヽ ウインダオフ イス

IVコ ルダンオフ イス

]ヽ
Aニ ア■ フレス

ハ ^― トナ ン ′:′不フ
`ス

Ⅳ′くングラデン●オフイス

Wラ オスオフィス

独 イヽ
'政

法人口
"協
力機構

株式会社エスエヌン~
ソフトクリエイト 他

レジアスインパクト株式会社 他

ウザンダオフイス

手元ス管

ゆうちょ●蜂子

Ⅳケニアオフィス

Ⅳネパールオフイス

Wヨ ルダレオフィス

み→̀ほ銀行

みう・ほ銀
`:みずに銀
`]みずは銀
`iみずほ銀f∫

みず千■銀行

みずほ銀行
みずほ銀

`,みず[銀 ,,
みずに銀,,

みずほ銀イ,

みずほ銀イi

みずほ銀行

みずに銀行

みずに銀行
みずほ銀

`,みずほ銀
`F

6ヽ0連続,債助成全ネパール 助災口■来
CヽX連 携無債助成金バングラデンユ ラム I,来
Ⅶ 連携無償助成 0バ ングラデ´ュ ラムΠ,驚
螂

'「
償助成 0バ ングラデンユ ラム :【I事来

Ⅷ 連携無償助成金エチオピア アファール事奥
JP助成 0バ ングラデンユ ■`事業
JPF助 成 0バ ングラデンユ

'口'業IPF助成 0イ ラク■事業
i-:, -, 

-it. 

i

“

'1'助 1■●シ |リ ア         ●m,人
Jl'「■ l.ヽ 4ヽ シリア        イ,R,t
il'叫成0スーイン 水●i't(11え
jl'「助成｀ス~ダン 本仲..● n■ ■
j'「

“

成
`'ス

~イ ン 水|“■■ |,た
II■助成企ミャンマー !,X
」|「躊|■ ●ミ‐´ヤー li卜 真

IPl'助 成↑ミャ マ́ー ||II`地 」:[Ⅲぇ
Pl・助成 ●ミ■ンマー |||ヽ 地■ H,又

II‐
言[脇
鼻看機イ[(3t「F~ダ

ン
'菜

::1::::外
資

“

金 (じSD23 1'3)

2026年度嗜え教育賢・費理費.切 子米使
"1分

他

'02け
ム地域11た援助

“

葉費分
0026年度地域開た援助

'実
費分

2026年度地域開兒援助事実費分
006年度地域開発援助事葉費分
2026年度地域輌■援助事来費分

iCA技術協カプロジェク トに
′`ソコン｀′し

"人
収全

・プリンター保●料

趣吉資金

||1崎 ラ′,,― フ

",無債助 )ヽ企ス′‐―ル 1坊 災 nit

,1:在員関係費用年

疵在員関係費用,
11在 員関係費用ヽ

1[在 員関係費用

'1[在 員関係費用,
職真剣 :糧費等 ゛林全

スーダン1,X

儘

仕

476,652

64,198,4“

417,993.254

t16169821
l.500.

|.128.

11.194.

389.

3.330.

11.002.

5].236.

249.

112.

2.119.

■17.

l.868.

76.

167.

2.563.

8.813.

492.

2.117.

331.

6.808.

5.

156.065.

3,483.

l.838.

鳩

4).61●

7.367.

].969.

:.731

1.953.

110.

36.451.

ムo“r
279.

562.

319.

'48.528.

830.

27.

10.649.746

]R

li」

0=

2],

702

10.i32.81

795,586

3〔1)

0・ 1

70,

691

3'9

1・ 3

381

4`Ю

638

423

12,

8'6

080

511. t'2.923

墜__産_旦_畳
2025年 9月 3011現 在

特定非常利活動法人 ワール ド・ビジョン・ンヤンヽン
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`｀

¬

そ′)rl111 t● 17

基本財産,通薇奎

退職綸付引当■産

地裁田■■勁

`桑
り1当贅童

スボンサ~ン ツ′
地域11発援助 1・ X.り |'i資

"|スボン●|~ン シブ
地域1川 発援1,F来」「 1資

「マ|
スボン■|~ン ツプ
地域|"■援1眈

"来

,|｀

`資

,マ

般,企 li tろ
地域1川
`根

1● 事業」1当資,マ‐

11,,全、こ うヽ
地域山え援助

'Xり
|“資|イ

緊急袋助,たり|・ 1,,`

■助全戦 奎引当,凛

■●付■餃■

什器●昴

ンフトウェア

●雷加入権

蠍全

大,ネタスト燿行 ホテイ支店
(定

"預
金)

みずに銀行 新宿西口支店

みすほ銀行 新宿西 |'支 1.

■まTJ銀行 人久保 彙古

人和ネクス ト銀行 ホテイ支店

“

摯明僚金)

みずは銀行 新宿西 |1支店

i菱t FJ銀行  人人保文店

大和ネ タス ト銀行 ホテイ支店
(定獅顔全)

みずは銀行 新宿西 |1支店
lVユ チオビアオフィス預け,
みずに銀行 新宿西 |1支店
みずほ銀行 新侑西 ||え店
lⅣ ヨルダンオフイス″(け金

Wフ オスオフ ィス預:,全

lVウ オングオフィス猥 |サ金

みず ,ま銀行 新宿西 |1支店
lVケ ニアオフィス預:,金

みずほ銀行 新宿西 |1支店
みずほ銀行 新宿西 |1支店
みずほ蟹● 新宿西 |1支店
みず 1■銀行 新宿西 11支店
みすほ銀行 新宿西 11支店
みず 1■銀行 新宿西 .:支店
みずほ銀行 新宿西 |1支店
みす |■銀行 新F西 11え

`

東京●薔所を●内装工事 は
コンピュータ・サーパー 他

n■の理n綸仕|1当全鬼合のワ1当贅
=

チャイル kス ボンサーシップ関連

"来
チャイル マスボンサ~ン ソプ関連 ,集

チャイル マスボンサー ンッノ関連

“

莱

チャイル (スボンサ~ン ツプ以外の 一般 ,来

チャイル (ス ボンサ~ン シブ以外の ・般事業

緊急援助車葉

(ヽЮ連携無償助成金エチオビア アファール事実
CヽO連 携栞償助成全ユチオビア アファール事業
∞ヽ連携熙償助成金ネパール 防災 :I事 業
0ヽ0,妻携摯償助成全バングラデンユ ラムul事業
GヽO連 携無債助成全ヨルタン アンマン事実
∞ヽ連携需償助成今 ラオス 教育Ⅲす業
∞ヽ連携無償助成全ウガンダ :「事実

ωヽ連携彙償助成金ケニアロ事業

0ヽ0連 携F慣助成金ケエア11,業

」,I・助成0バ ングラデンユ■

'えjPF助 成 0イ ラク■ ,葉
jPF助成0シ リア ロ■■■■■■■ 教●Ⅲ

'文r助成●ンリア ロ■■■口■■ 教育ハ専案
jPF助成0スーダン 水衛In事業
r助成●スーダン 水

"生
II,東

J'P助 成全ミャンマー ui葉

「

助成金ミャンマー 中部地震■事業

`壽
所菫書

続 苦

菫客薔理システム 饉
M“回in
東京事薔所貸費嗽1全

“

.(КЮ.(XЮ

1●.438,● 1

8“,∞Ю.∞0

113.000.000

313.000.000

.,9.,0().U00

10.000.000

10.000.000

026.005.10●

,2.862.011

14.948.413

19. 122.418

19.946.250

15,872.019

78.618.120

,0.737.243

1.594.663

96.635.7・ 3

1e.482.061

1.378.804

1.603.804

29.373.906

1.508.848

17.l11.032

18.659.864

29.、93.3・ 1

8.500.338

8,457.415

17.714.981

372736

".49●
2“

1.788.le6.038

,7iヽ
=|

2.335.297.961

.‐ _り,¬ 1.

未払全

預 り全

貪与,l当全

未■法人税等

2025キ ′1啓発教育費・常理費等
CヽO連 携無償助成金‐チオピ7 バ′ヽルグールロ,文
返選子t頷
CヽO連携鷲償助成金ヨルダンШ事来 L還

't額∞ヽ連携無債]′成 金ラオス 教育■,来 `還 lt額
∞ヽ連続驚償助成全ウザングΠ事業 返還 rt額
Ⅷ 連携無償1,,成企ネ′ヽ一ル 防災 I事来 返還 rt板
CヽO連携澪償助成全ネパール 防災

“

事業 返還 rt瀬
Ⅷ 連携無債助成金バングラアンュ ラム 1争 贅 返還 rt額
∞ヽ連携■債助成 ,バ ングライン^ ラム Π事業 返還 r定額
」

「

助戯0バ ングラデ ン,■ ,実 返還 ′定額
J"助成●ンフア         市Π

“

来 返還‐■走額
JP助成金スーダン ネ衛生 1,来  返還 F定額
J"助成全 ミャンマー  I馨 業 返還テt額
j「助成金ラオス ,共 水事実 返還 r定額
JPr助 成金レバノン 資料●業 返還 予定額
JP助成企 ミャンマー ■ .1、地震 I夕 葉 返還 r走薇
嗅 田 嘲 鵬 輛 薇、住閣  他
n■の資与引当全
多民籠

"●" "ハ
年度

153.∞3.959

101.703.805

5.51F.F81

5,003.684

9,875.'(2

2.566.850

9.(19.017

2.799.628

2.289.219
.1.323.3t2

1.078.091

2.312

4.052. 194

?;1.859

318.886

73o.114

2.216.491

26.540,717

● 0(Ю

181.911.107

退●綸付引当全 嗜員の退嗜綸付引当● 189,468.401

!8'.168.401

負イ薇介 :| 371.379 608

1.983.918.153

謝

“

及び |1味財 ,イ 1合計 2.335.297.96:

2_産_且_量
2(125t"● |:1現在

1,定メ‐常利活動法人 ワールド.ビジョン・ジャ′`ン
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2025年度年間役員名簿 (前事彙年欧において,員であったことがある全員の民名及び住所ヌはE所壺
びにこれらの者についての前●■年度における■日の有彙を●■した名簿)

特定」L営利活動去人 ワール ド・ビジョン・ジ\,tf>

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1
理 事 監 事

アンサ
゛
イ マサル 2024年

20254「

10月  1日

9月  30日

年  月  日

4:   月   日安西 念

2
監 事
アント・ウ リエコ 20241「

2025年

10月  1日

9月 30日

年 月

月

日

日年安藤 理恵子

3
監 事理 事

.l,ly'7 )7' te 2024年

2025年

10月  1日

9月 30日

午 月

月

日

日年飯島 延浩

4
監事
ウチヒラ (ミナト) アキ 2024年

2025年

10月  1日

9月 30日

年 月

月

日

日年内平 (湊)晶子

5
監 事理 事

カタヤマ ノフ
・ヒコ 2024年

2025年

10月  1日

9月 30日

年 月

月

日

日年片山 信彦

6
監事理 事

キナイ マリコ 2024`千

2025年

10月  1日

9月 30日

年   月    日

年   月   日木内 真理子

7
監 事理 事

fi-tuL"^"i'l),   

 

  2024■■

2025411

10月  1日

9月 30日

年 月

月

日

日年
CHARLES

BADENOCH

監 事理 事
トミオカ テツロウ 2024年

2025■■

10月  1日

9月  30日

年 月

月

日

日年富岡 徹郎

9 監 事理 事

、ネノ タツヒロ 2024¬「

2025年

10月  1日

9月 30日

年   月   日

年 月 日
峯野 龍弘

10
監 事

モリ キヨシ 2024年

2025¬ F

10月  1日

9月 30日

年 月

月

日

日午森  清

理 事



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 監 事理 事
a=, al)r'l 2024年

2025■1

10月  1日

小西 孝蔵 9月 30日

年
月

　

月
年

12 理事 監 事
アラカワ ヨリコ 2024年

2025年

10月  1日

9月 30日新川 代利子

年
月

　

月
年



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法 ・ビジョン・ジヤバン

氏   名

新川代利子

2 安 西  念

3 安藤理恵子

4 飯 島 延 浩

5 内平 (湊)晶子

6 片 山 信 彦

7 木 内真 理 子

8 小 西 孝 蔵

9 富 岡 徹 郎

10 樋 日 紀 子

11 峯 野 龍 弘
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